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わき上がる風てロマンの町づくり

写四

ソーラーカー、バッテリーカーに人気

風のり広場がオープン

発行 ／毎月29日1回・全戸配布
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平成 5年12月より建設が進められていた風のり広場がこのほど完成し 4月 1日にオープソしました。

この広場には、ソーラーカー 2台とバッテリーカー 2台、そして、おもしろ自転車が揃っています。

ソーラーカー、バッテリーカーとともに大人はもちろん子どもたちは免許がなくてものれるとあっ

て大変な人気です。
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@。6。領） 臨 緩 鰤麟 (2)

風の博物館‘‘

『風と

展示シリーズ(Iヽ`ノ

宇宙』
風
の
博
物

館
の
展
ホ
コ
ー

ナ
ー
は
ひ
と

つ
の
テ
ー
マ

を
持
っ
た
物

語
と
な
っ
て

お
り
全
体
を

風
と
い
う
コ

ソ
セ
プ
ト
で

貫
い
て
お
り

ま
す
。
そ
し

て
パ
ネ
ル

・

モ
ニ
タ
ー

・

模
型
等
で
表

現
し
て
い
ま

す
。
来
館
の

皆
様
に
風
に

対
す
る
た
＜

さ
ん
の
知
識

を
提
供
す
る

コ
ー
ナ
ー
で

す
。
そ
れ
で
は
、
今

回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で

展
示
の
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
シ

リ
ー
ズ

(
I
)
で
は
、
「
風
と

宇
宙
」
と
題
し
て
、

宇
宙
の
風
・
惑
星
の

嵐

・
地
球
の
風
と
場

面
を
設
定
し
て
お
り

ま
す
。
展
示
室
に
入
る
と
、

気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ

り
」
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
十
時
間
に
わ
た

る
雲
の
動
ぎ
、
風
の

動
き
、
現
在
の
地
球

の
姿
が
一
目
で
分
か

り
デ
ー
タ
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

風0)博窃館オラニン仄展示案内
► 宇官と風 映像）＼ネル
► 艮江ネルギ 映橡見豆禎型実窃m)＼ネル
► 世界の風 映1象）＼ネル
► 肱l110)風 バネル
► DRAGON POWER濯礁かせ界0龍コレグション
► 特別lj展示風0)書展 邸i!ia 巾島滞梱屈
での他 恥玩具風磯び風と生活 風と食物

屈と音柔風と映酉風0l図書風以ボ一‘y

気象衛星「ひまわり流とらえた雲や台風の

画傍をテレピや新聞雑誌の上でよく見かけ

ます。その画慄は、地球の表面の風の動き

を表わしています。宇宙にカメラをおいて

地球を見ることが日常的になり生活に浸透

してきたようです。

現在のひまわり4号は、GMS-4と呼ばれ、

1989年9月に打ち上げられました。ひまわ
りの軌洒は、東京の反南、東経140度の赤道

上空、約35800畑の高さにあり、地球の広い

領域を一目で観測でき、私たちの住む日本

のまわりで起きる、四季の変化や台風の動

きを瞬時に知ることができるようになりま

した。

左の写哀では、慈外に雲が多いことに気づ

くでしょうc そしてそのこの形や大きさが

ぽ て々、それぞれが常に動いていることが

想像できますか。

気象衛生「ひまわり 4号」からみた地球の表面

休館日の変更
風の博物館の休館日が変更になりました

休館日毎週火曜日
（火曜日が祝日の場合は翌日）
開館時間午前 9時～午後 5時

入館料大 人 200円

小中学生 100円

団体割引(15人以上）
大人 150円

小中学生 50円

太
陽
系
第
一
二
惑
星
「
地
球
」
は
約
五
十

オープニング展示案内

＊

地
球
の
風

＊

＊ 
宇
宙
は
、
二
百
億
年
前
に
誕
生
し
、

あ
と
百
億
年
大
き
く
息
を
吐
き
出
し

続
け
て
は
吸
い
込
ん
で
い
く
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
宇
宙
風

・
ビ
ッ
ク
バ
ー
ソ
」
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

惑
星
の
嵐

百
億
年
前
に
太
陽
が
現
れ
太
陽
系
が

誕
生
す
る
。
太
陽
か
ら
放
た
れ
た
よ

う
に
、
水
星

・
金
星

・
地
球

・
火
星

・

木
星

・
土
星
と
惑
星
が
生
ま
れ
ま
し

こ。t
 「太
陽
の
風
・
各
惑
星
の
嵐
」
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

億
年
前
に
誕
生
し
、
そ
の
後
生
物
が

登
場
し
、
次
第
に
大
気
の
構
成
が
変

わ
り
窒
素
と
酸
素
の
大
気
（
空
気
）
が

生
ま
れ
、
風
は
、
こ
の
空
気
の
運
動

と
定
義
で
き
ま
す
。
何
故
風
が
起
こ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
地
球
は
何
故
自

転
す
る
の
か
。
台
風
は
、
ど
う
し
て

赤
道
上
で
発
生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
地
球
の
誕
生

・
赤
道
・
コ
リ
オ
リ

の
カ

・
大
気
層
・
ビ
ル
風

・
台
風

・

竜
巻
」
等
、
風
の
起
源
に
つ
い
て
分

か
り
易
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
展
示
、
ソ
リ
ー
ズ

(II)
で
は
、

「
風
と
生
命
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す。

＊ 

＊

宇
宙
の
風

＊

抄//'/／/／／/／/／／///

映像とパネルによる展示風景

風のり広場の料金

風の博物館横の「風のり広場」が4月 1日にオー

プソしました。乗車料金は次のとおりです。

ソーラー・バッテリーカー 1周 100円

おもしろ自転車 (10種類） 15分 50円

馴／／／／／／／／／／グ／／／／／4



(3)⑲。伶。絢 詢 咽 鰤疇

1) 

受

S62 63 H元 2 3 4 5 年齢別

〈
受
診
者
の
五
六
％
が
高
血
圧
〉

年
齢
別
の
受
診
状
況
を
み
て
み
る

と
、
図
2
の
よ
う
に
四
十
代
、
五
十

代
、
六
十
代
の
男
性
と
、
四
十
代
女

性
の
受
診
者
が
、
町
の
平
均
よ
り
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

受
診
率
を
、
地
区
別
に
み
る
と
中

津
・
中
居
谷
地
区
の
受
診
者
は
多
い

の
で
す
が
、
正
山
・
中
野
校
区
で
は

二
五
％
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
も
っ
と
受
け
て
も
ら
い
た
い

四
十
歳
＼
五
十
歳
代
〉

五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
町
内
十
七
か

平
成
五
年
度
の
成
人
病
検
診
は
、

所
を
十
日
間
で
、
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
検
診
は
、
血
圧
測
定
、
検
尿
（
糖
・
蛋
白
・
潜
血
）
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル、

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
貧
血
、
中
性
脂
肪
、
肝
機
能
検
査
の
他
に
、

必
要
な
方
に
は
、
心
電
図
、
眼
底
検
査
を
同
時
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
結
果
を
総
合
的
に
判
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
、
肝
疾
患
、
貧
血
、
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
や
、
将
来
病
気
に
つ
な
が

る
よ
う
な
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、
必
要
な
人
に
は
、
医
療
機
関
に
お
い
て
、

さ
ら
に
詳
し
い
検
査
や
治
療
、
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
そ
こ
で
、
今
回
は
検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
の
結
果
を
、
グ
ラ
フ
に
表
し
そ

の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
事
業
所
、
病
院
、
ミ
ニ
ド
ッ
ク
等
で
受
診
さ
れ
た
方
は
、
次
の
結
果
に

は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
）

対
象
者
千
五
百
二
人
の
う
ち
、
五
百
九
十
九
人
（
三
九
・
九
％
）
が
受
診
さ

れ
、
男
性
二
百
十
二
人
、
女
性
三
百
八
八
十
七
人
で
、
圧
倒
的
に
女
性
の
方

＂
が
多
く
受
診

さ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
病
検
診
受
診
率
の
推
移
を
図
ー
に
示
し

て
い
ま
す
が
、
医
療
機
関
受
診
者
の
増
加
と
、
高
齢
化
の
た
め
か
、
年
々
受

診
率
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

受
診
者
五
百
九
十
九
人
の
、
総
合

診
断
名
を
み
て
み
る
と
、
図
4
の
よ

う
に
高
血
圧
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、

境
界
域
高
血
圧
も
合
わ
せ
る
と
、
三

百
三
十
八
人
（
五
六
％
）
と
、
二
人
に

一
人
以
上
は
、
高
血
圧
で
し
た
。
す

で
に
高
血
圧
で
医
療
機
関
に
か
か
っ

て
い
る
方
は
、
町
の
検
診
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
方
も
、
お
ら
れ
る
と
思

%

o

o

o

o

o

o

o
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年齢別受診状況（図 2)
57.6 56.9 55.4 

49.2 ~-[ITT:>.•- 男
亡コ女

正山（中居谷）大谷中野岩谷予子林中津地区名 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代年齢別

で
は
、
有
所
見
者
の
多
か
っ
た
、

高
血
圧
と
、

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
結
果
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し

く
分
析
し
て
い
き
ま
す
。

日
本
で
は
通
常
、

W
H
o
（
世
界

保
健
機
関
）
に
よ
る
基
準
に
な
ら
い

最
高
血
圧
が
一
四
0
m
m
H
g
以
下
、
最

小
血
圧
が
九
0mrnHg
以
下
で
あ
れ
ば

〈
年
齢
と
と
も
に
血
圧
は

上
が
り
や
す
く
な
る
？
〉

灰
4
5
4
0
3
5
3
0
2
5
2
0
1
5
1
0
5
0

所見者の割合（図 4)

36.6 

8.2 6.2 
唸婆
3.8 
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高境高低糖心貧肥尿肝高低腎眼
界中 H 電
血高性尿図 潜

疾ココ
レレ疾

底

血脂 D 異 患血血異

圧圧肪 L 病常血満血疑症症患常

診
断
名

い
ま
す
の
で
、
実
際
は
も
う
少
し
多

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

高
血
圧
症
に
次
い
で
多
か
っ
た
の

は
、
血
液
検
査
で
わ
か
る
中
性
脂
肪

高
値
、
低
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

糖
尿
病
疑
い
で
、
い
ず
れ
も
四
人
に

一
人
で
し
た
。
中
性
脂
肪
の
値
は
、

食
事
に
か
な
り
影
響
さ
れ
ま
す
。
今

ま
で
に
中
性
脂
肪
が
高
い
と
言
わ
れ

た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
今
年
の
検
診

で
は
、
前
の
食
事
を
抜
い
て
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

四
十
歳
代
で
は
約
二
五
％
、
五
十

歳
代
で
は
四
六
％
、
六
十
歳
代
で
は

七

0
%、
七
十
歳
代
で
は
七
三
％
、

八
十
歳
以
上
で
は
七

0
％
と
加
齢
と

と
も
に
、
血
圧
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

年
を
と
る
と
、
高
血
圧
の
人
が
増

え
る
の
は
、
血
圧
に
悪
い
影
響
を
与

え
る
生
活
習
慣
が
長
い
間
続
い
て
い

る
う
え
に
、
老
化
に
よ
っ
て
誰
で
も

あ
る
程
度
は
起
こ
る
太
い
動
脈
の
動

脈
硬
化
が
加
わ
っ
て
く
る
た
め
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
年
を
と
る
と
最
高

血
圧
が
高
く
な
り
や
す
い
と
い
う
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
最
小
血
圧

は
や
や
低
く
な
り
、
血
圧
の
上
下
幅

が
広
が
っ
て
い
く
の
が
、
特
徴
と
い

え
ま
す
。

年齢別高血圧者の割合（図 5)ツ
0 20 40 60 80 100゚ —高血圧

医透境界域高血圧

にコ正常40歳代に1;Vxx 74.4 | 

50歳代［こ＇ 婆且羞x 54.4 | 
60歳代・＇訂濯鬱 g.j鷹̀-39., I 
70歳代・・82-祖：齋27.1| 
80歳代．．． 卜83 •• I四．31 7 | 

正
常
と
し
て
い
ま
す
。

高
血
圧
の
割
合
を
年
齢
別
に
み
て

み
る
と
、
図
5
の
と
お
り
で
す
。



⑲。4。頷） 詢 隔 飼麟 (4)

高
血
圧
を
地
区
別
で
み
て
み
る
と

図

6
の
と
お
り
で
す
。
予
子
林
（
六

八
％
）
、
岩
谷
（
六

二
％
）
、
中
居
谷

（
六
二
％
）
で
、
高
血
圧
者
は
多
い
よ

う
で
す
。

高
血
圧
は
、
早
い
時
期
に
発
見
し

て
、
臓
器
障
害
が
進
行
す
る
前
に
血

圧
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
か
ら
、
少
な
く
と
も
四

十
歳
に
達
し
た
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
血

圧
に
注
意
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
次
に

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
、
肱
川
町
の
結
果
を
説

明
し
ま
す
。

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
善

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
も
言
わ
れ
、

動
脈
硬
化
を
予
防
し
ま
す
。
正
常
値

は
、
四
0
m
g
/
d
Q
以
上
な
の
で
す
が
、

図
7
の
よ
う
に
低

H
D
L
の
方
は
、

男
性
で
三
四
％
、
女
性
で
二
四
％
も

%
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地区別高血圧者の割合（図 6)
に］高血圧者割合
68.2中居谷は再掲

62.2 62.7, 
60 
、し： • : ・ト

‘、、52.151.8、,'

〈
予
子
林
地
区
に
は
、

高
血
圧
が
な
ん
と
六
八
％
〉

〈

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

低
い
人
は
、
小
倉
・
中
津

地
区
に
多
い
〉

地
区
別
で
み
る
と
図
8
の
よ
う
に

小
倉
・
中
津
地
区
で
、
四
五
％
と
、

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
い
人

は
、
圧
倒
的
に
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
、
四

o
m
g
/
d
Q
以
下
の
低
値
を
示
す
と
き
、

ま
た
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
二
五

％
以
下
の
場
合
に
、
動
脈
硬
化
の
発

症
が
多
く
な
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
で

は
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
い
い
の
か
と
、

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ

り
8
4
0
6
2
8
4
0
6
2
8
4
0

4
4
4
3
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HDLコレステロールの年代別状況（図 7)

41.4 (39以下の割合）

36. 7 11111111111男
こコ女
男 34.3

40歳代 50歳代

37.1 

60歳代 70歳代

24.1 

80歳代年齢別

あ
り
ま
し
た
。
四
十
歳
代
男
性
に

H

D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
い
人
が

四
一
％
も
い
る
こ
と
は
、
気
に
な
り

ま
す
。

平
成
六
年
度
も
、
五
月
九
日
か
ら

成
人
病
検
診
を
始
め
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
の
受
診
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

5
0
5
0
5
0
5
0
5
0
5
0
 

5
5
4
4
3
3
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2
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1
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地区別低HDLコレステロールの割合（屈8)

正山中居谷大谷 中野 岩谷予子林盆嘉地区名

り
ま
せ
ん
。
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
低
値
(
―
二

0
m
g
/
d
Q
以
下
）
の

場
合
に
は
、
胃
腸
病
、
肝
臓
病
、
ガ

ソ
な
ど
、
低
栄
養
が
引
き
起
こ
す
病

気
の
潜
在
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
低
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、

血
管
が
弱
く
脳
出
血
の
一
因
と
な
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
食
生
活

の
改
菩
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で

す
が
、
た
ん
白
質
や
脂
肪
を
十
分
取

り
入
れ
た
バ
ラ
ソ
ス
の
よ
い
食
事
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

r-------------------------------------------------7 

! 「創立50周年記念誌」記事

： についてのおわび

先にお配りしました「肱川町創立50間年記

念誌」の内容に誤りがありましたので次のよ

うに訂正しおわび申し上げます。

記念誌9頁栄典の中で香川亀久次郎氏の勲

等が勲五等単光旭日章に、谷本恒雄氏も同じ

＜勲五等単光旭日章になっておりますが、 こ

れはいずれも勲五等双光旭日章の誤りでした。

また、谷本恒雄氏の「雄」が「夫」になっ

ている記念誌を一部お配りしておりますが、

！ 訂正して深くおわび申し上げます。

記念誌編集委員会 ： 

し―------------------------------------------------..J 

農
業
委
員
会
三
月
定

例
会
で
、
平
成
六
年
度

の
農
作
業
賃
金
の
目
安

を
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
賃
金
は

あ
く
ま
で
も
目
安
で
す

の
で
、
地
区
の
慣
習
や

本
人
の
能
力
に
よ
り
合

わ
な
い
場
合
は
お
互
い

の
話
し
合
い
で
賃
金
を

決
め
て
下
さ
い
。

農作業 賃 金 目 安表

項 目 区分 賃 金

春田おこし(loa当り） 沖田 8000円

トラクター 山田 10,000円

しろかき ( // ) 8,000円

稲作 すきかき ( // ) 12,000円

田植機(//) 7,000円

9,000円

稲刈りバイソダー(//) 9,000円

コソバイソ(//) 16,000円

一般農作業(1日当り）
男 6,500円

女 4,500円

農

作

業

賃

金

決

ま

る
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議 会 風 景

（傍聴席は、中野小学校6学年の皆さん）

平
成
六
年
度

町
議
会
三
月
定
例
会

一
~
団
員
目
目

＇
栢
吠
控
誕
穣
迫
誌
誼
喜
：

llfー

平
成
六
年
度
の
基
本
方
針
と
諸
施
策
の
大
綱
を
決
定
す
る
町
議
会
―
二
月

定
例
会
は
、
三
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、
五
日
間
の
会
期
で
町
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
二
十
＝
＿
議
案
を
審
議
、
全
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

議
案
説
明
に
先
立
ち
、
町
長
よ
り
平
成
六
年
度
に
の
ぞ
む
所
信
表
明
が

あ
り
、
地
方
単
独
事
業
を
積
極
的
に
進
め
、
新
し
い
町
創
造
に
邁
進
し
た

い
と
町
民
皆
さ
ん
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
は
四
議
員
か
ら
七
項
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
月
定
例
会
に
当
り
、

一
言
所
信
を
申
し
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
ぎ
ま
す
。

平
成
五
年
は
肱
川
町

立
町
五
十
周
年
の
記
念

す
べ
ぎ
年
で
あ
り
ま
し

た
。
五
年
度
を
記
念
の

年
と
し
て
新
し
い
町
創

造
を
目
ざ
し
、
各
種
事

業
に
取
組
ん
で
ま
い
っ
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
、
肱
流
苑
の
開

所
が
で
ぎ
ま
し
た
こ
と
、
又
、
先
日

の
風
の
博
物
館
の
完
成
オ
ー
プ
ソ
、

省
エ
ネ
養
液
栽
培
施
設
の
発
注
な
ど

は
、
肱
川
の
現
状
を
考
え
ま
す
と
き
、

特
に
感
慨
深
い
も
の
を
覚
え
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

◎
町
の
人
口
減
少
の
傾
向
は
依
然

と
し
て
変
ら
ず
、
後
継
者
不
在
で

高
齢
化
が
進
ん
で
お
る
こ
と
、
ま

こ
と
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
事
が
生
産
に
致
命
的
な

影
響
を
及
ぽ
す
事
に
な
り
、
町
の

崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。

◎

他
に
類
の
な
い
施
設
と
し
て
、

そ
の
実
現
を
念
願
し
、
努
力
し
て

参
り
ま
し
た
風
の
博
物
館
は
、
各

方
面
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
完
成
、

オ
ー
プ
ソ
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
し

た
。
十
日
ま
で
の
入
館
者
は
千
四

百
二
十
八
人
を
数
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
内
容
を
拡
充
し
、
事
業
企
画

を
立
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町

づ
く
り
に
役
立
て
て
い
ぎ
た
い
と

町長所信表明

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◎
次
に
、
既
に
発
注
し
て
お
り
ま

す
省
エ
ネ
養
液
栽
培
施
設
は
、
規

模
も
大
ぎ
い
も
の
で
あ
り
、

N
e
w

M
e
t
h
o
d
(
新
機
軸
）
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す。
か
ね
て
提
唱
し
て
お
り
ま
し
た

転
換
農
業
と
呼
ぶ
に
は
ふ
さ
わ
し

い
と
思

っ
て
い
る
次
第
で
す
。

時
代
は
激
変
し
て
お
り
ま
す
。

生
産
は
も
と
よ
り
行
政
改
革
、
観

光
、
交
流
、
イ
ベ
ソ
ト
す
べ
て
を

変
革
、
転
換
の
感
覚
で
捉
え
、
実

行
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
でヽ

あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

◎

山
鳥
坂
ダ
ム
に
つ
い
て
、
基
本

計
画
が
今
県
議
会
で
議
決
さ
れ
、

公
示
の
段
階
に
進
ん
で
い
く
も
の

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

不
安
、
焦
燥
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
昨
年
は
異
常
気
象
と

い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
主
要
農
林
産

物
生
産
額
が
、
遂
に
十
億
を
切
る

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

き
ゅ
う
り
が
一
億
の
目
標
を
は

る
か
に
突
破
し
ま
し
た
。

一
億
二

千
四
百
万
円
と
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
の
に
、
全
体
的
に

は
前
年
度
比
八
七
•
四
％
、
九
億

二
千
九
百
万
円
と
い

っ
た
状
況
で

あ
り
ま
す
。

今
年
の
回
復
増
生
産
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◎

又

、

昨
年
は
か
つ
て
な
い
災
害

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
査
定
が
厳

し
く
て
減
額
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
五
億
を
超
す
被
害
で
新

年
度
引
続
い
て
復
旧
に
力
を
尽
く

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
当

然
の
こ
と
と
は
い
え
、
町
職
員
も

不
眠
不
休
で
取
組
み
を
し
て
き
ま

し
た
そ
の
労
に
対
し
て
、
ね
ぎ
ら

い
の
気
持
ち
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

平
成
五
年
度
は
景
気
回
復
の
た
め

に
公
共
予
算
投
資
が
拡
大
さ
れ
、
前

倒
し
が
計
ら
れ
る
な
ど
、
浮
揚
策
が

講
じ
ら
れ
る
等
の
こ
と
も
あ
り
、
当

町
予
算
も
六
十
億
と
い
う
か
つ
て
な

い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

完
全
消
化
が
困
難
で
あ
り
、
十
七

億
を
繰
越
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

財
政
若
干
引
締
め
ま
し
て
、
六
年
度

当
初
予
算
二
十
三
億
、
合
わ
せ
て
四

十
億
の
執
行
を
し
て
ま
い
る

こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

国
の
財
政
も
景
気
の
影
響
を
受
け

て
市
町
村
財
政
へ
影
を
及
ぽ
し
て
い

る
訳
で
す
が
、
農
山
村
の
状
況
は
憂

慮
す
べ
き
状
況
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

肱
川
も
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
地
方
単
独
事
業
を
積
極

的
に
進
め
ま
し
て
、
新
し
い
町
創
造

に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
所
存
で
あ

り
ま
す
。

町
民
各
位
の
ご
理
解
ご
支
援
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信
表
明
を

終
り
ま
す
。
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我
が
肱
川
町
は
、
山
林
が
七
五
％

％
を
占
め
、
現
在
作
付
け
さ
れ
て
い

る
耕
地
は
、
僅
か
二
五
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
程
と
な
り
、
完
全
な
山
村
の
町
で

あ
り
ま
す
。
特
に
近
年
の
農
業
不
振

か
ら
農
業
収
入
だ
け
で
は
生
活
が
で

き
ず
、
多
く
の
農
家
が
経
営
規
模
を

縮
小
し
、
農
業
外
収
入
を
求
め
て
い

る
現
状
で
あ
り
、
専
業
農
家
は
僅
か

一三

0
戸
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
十
年
し
ま
す
と
、
著
し
く
減

少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

今
、
何
か
手
を
打
た
な
い
と
大
変
な

こ
と
に
な
る
大
事
な
時
期
と
思
い
ま

す
。
肱
川
町
は
、
産
業
課
と
建
設
課

と
合
併
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
は
農
家

に
と
っ
て
は
、
多
忙
と
思
わ
れ
る
建

設
課
と
一
緒
で
は
、
と
も
す
れ
ば
農

林
業
の
事
が
遠
の
く
の
で
は
な
い
か

と
の
味
方
を
す
る
町
民
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

町
長
は
、
今
後
も
こ
の
ま
ま
で
良

い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
又
、
今

後
の
肱
川
町
農
林
業
を
、
ど
の
よ
う

な
見
方
を
さ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

〔
町
長
〕
肱
川
町
の
農
林
業
の
状
況

現
状
認
識
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
も

松
本
議
員
と
同
感
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
推
移
を
す
る
な
ら
ば
、

自
然
消
滅
し
か
ね
な
い
と
思
っ
て
お

◎
肱
川
町
の
農
林
業
に
つ
い
て

般

質

問

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
等
し
く
皆

さ
ん
が
心
配
を
せ
ら
れ
て
い
る
と
お

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
か
な
か
名
案
も
な
い
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
町
と
し
た
し
ま
し
て

も
生
産
者
あ
る
い
は
住
民
の
こ
要
望

に
応
え
る
べ
き
懸
命
の
努
力
を
し
て

参
り
ま
し
て
、
合
日
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
町
村
自
治
行
政
と
し
ま
し
て

は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
出
来
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
き
く
国
の
政

策
に
期
待
す
る
ほ
か
な
い
と
思
う
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
行
政
と
し
て

出
来
ま
す
範
囲
の
仕
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
以
上
に
対
応
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
る
わ
け
で
す
。

国
の
方
向
と
い
っ
た
も
の
が
、
農

山
村
に
も
影
響
し
て
来
て
い
る
わ
け

で
こ
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
辺
に
大
き

な
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私

達
自
ら
が
、
自
分
の
家
、
自
分
の
土

地
を
守
っ
て
行
く
と
い
う
確
固
た
る

信
念
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
、
基
本

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
私
は
当
初
か
ら
声

を
大
に
し
て
申
し
上
げ
て
来
て
い
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
自
分
の
家

は
自
分
で
守
る
と
い
う
考
え
方
が
基

本
に
確
固
と
し
て
な
け
れ
ば
、
揺
い

で
行
く
ば
か
り
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

後
継
者
を
町
に
止
め
さ
す
と
い
う

こ
と
こ
そ
最
も
、
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

風
お
こ
し
運
動
、
新
し
い
町
創
造

を
も
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
心
づ
く
り

に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

産
業
建
設
課
を
統
合
い
た
し
ま
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
議
会
で
も

答
弁
し
ま
し
た
と
お
り
、
い
ろ
ん
な

施
設
を
造
っ
て
参
り
ま
し
て
、
町
関

連
の
施
設
は
増
え
て
来
て
お
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
人

員
が
増
え
て
参
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

に
対
応
し
て
行
く
考
え
方
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

大
課
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
災
害
と
い
う
か
つ
て
な

い
大
き
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

特
別
な
年
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
し
ば
ら
く
現
在
の
状
況
で
様

子
を
見
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

町
議
会
十

二
月
定
例
会
で
、
下
石

議
員
の
機
構
改
革
に
つ
い
て
の
質
問

中
、
町
長
答
弁
で
理
解
は
で
き
ま
す

が
営
農
林
推
進
会
議
の
正
副
座
長
会

が
一
回
も
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

本
年
度
に
つ
い
て
は
止
む
を
得
ま

せ
ん
が
、
平
成
六
年
度
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
ら
れ
る
の

か
、
町
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す。〔
町
長
〕
営
農
林
推
進
会
議
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
回
も
開
催
さ
れ
て
お

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
通
常
年
度
内
に
三
回
程
度
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ご
指
摘
の
と

◎
営
農
林
推
進
会
議
の
平
成

六
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

お
り
合
年
度
は
開
催
を
し
て
お
ら
な

い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
申
し
訳
な

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

三
月
十
七
日
に
合
年
度
の
正
副
座

長
会
を
開
催
す
る
予
定
に
い
た
し
て

お
り
ま
し
て
、
そ
の
際
、
六
年
度
の

事
業
計
画
を
決
定
し
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
五
年
五
月
、
内
子
町
立
山
に

大
洲
・
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
み
ど
り
苑
」
が
落
成
し
ま
し
た
。

定
員
五
十
人
の
同
ホ
ー
ム
は
、
す

で
に
満
床
の
よ
う
で
、
入
所
希
望
者

は
部
屋
の
空
く
の
を
待
つ
状
況
の
よ

う
で
す
。

高
齢
化
の
進
む
中
で
、
将
来
を
見

通
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
計
画
は
な
い
の
か
、
町
長
の
所
信

を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
現
在
大
洲
喜
多
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
務
組
合
に
加
入
い
た

し
ま
し
て
、
三
つ
の
施
設
一
五
五
床

で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
洲
市
に
は
、
法

人
系
の
施
設
一
カ
所
五
五
床
が
あ
り

ま
す
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り
常
に
満

床
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
又
、
待
機

者
も
―
二
人
あ
り
ま
す
。

肱
川
町
は
現
在
五
施
設
に
九
人
入

所
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
待
機
者

は
あ
り
ま
せ
ん
。
合
後
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
質
問
に
も
あ
り
ま
す
と
お

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
に
つ
い
て

り
、
高
齢
化
が
進
み
独
居
老
人
、
痴

呆
性
老
人
、
ね
た
き
り
老
人
等
が
当

然
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

後
刻
議
員
協
議
会
で
報
告
い
た
し

ま
す
肱
川
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
で

は
、
平
成
十
一
年
に
は
在
宅
ね
た
き

り
者
―
二
十
人
、
痴
呆
性
老
人
五
十
八

人
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
愛
媛
県

老
人
保
健
福
祉
計
画
で
は
、
大
洲
市
、

喜
多
郡
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
整
備
率
が

一
・
九
％
で
あ
り
、
目

標
の
一
・
三
％
を
す
で
に
超
え
て
お

る
た
め
、
新
設
は
認
め
て
く
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
県
計
画
で
は
、

二
十
八

カ
所
、
八
幡
浜
地
方
局
管
内
は
ニ
カ

所
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

将
来
は
、
必
要
と
な
る
施
設
で
あ

り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の

様
な
状
況
で
建
設
計
画
は
た
て
て
お

り
ま
せ
ん
。

国
も
施
設
福
祉
か
ら
在
宅
福
祉
の

充
実
を
と
言
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

当
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
肱
流
苑

を
核
と
し
て
保
健
福
祉
と
併
せ
て
、

医
療
機
関
に
も
ご
協
力
を
願
い
、
ね

た
き
り
者
を
出
さ
な
い
方
策
を
考
え

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
高
齢
化
が
進
ん
で

参
り
ま
し
て
、
介
護
を
要
す
る
人
は

増
え
て
来
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
現

在
の
状
況
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
、
将
来
の
課
顆
と
し

て
取
り
組
み
を
始
め
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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郡
内
町
村
に
お
い
て
は
、
す
で
に

完
全
週
休
二
日
制
が
導
入
さ
れ
、
当

町
に
お
い
て
も
四
月
よ
り
実
施
の
運

び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
申
し
上
げ

る
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
町
職
員
の

た
め
で
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
、
町

役
場
は
職
員
の
た
め
に
あ
る
の
で
は

な
く
町
民
の
た
め
の
町
役
場
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
心
配
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
町
内
の
多
く
の
産
業
従
事

者
は
思
う
に
ま
か
せ
な
い
の
が
実
態

で
あ
り
、
特
に
農
林
業
従
事
者
は
、

逆
の
現
象
さ
え
お
き
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。

”
そ
こ
で
、
週
休
二
日
制
導
入
に
あ

た
り
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
、
町
長

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
り
、
ど

う
取
り
組
ま
れ
る
お
つ
も
り
か
お
伺

い
を
い
た
し
ま
す
。

①
サ
ー
ビ
ス
窓
口
設
置
の
問
題
に
つ

い
て
町
役
場
は
町
民
の
方
々
へ
の
最
大

サ
ー
ビ
ス
機
関
で
あ
り
ま
す
。
休
日

の
設
置
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
ら
れ
る

お
考
え
な
の
か
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

②
水
道
が
故
障
し
た
と
き
の
対
応
に

つ
い
て

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
は
、
日
常
の

生
活
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

不
時
の
故
障
に
備
え
て
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
体
制
で
対
応
さ
れ
る
の
か

◎
完
全
週
休
二
日
制
の
導
入
に

つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

③
余
暇
行
政
に
つ
い
て

町
民
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
職
員

は
、
そ
の
責
め
を
認
識
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
余
暇
を
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
本
人
の
自
由
で
あ
る
こ
と

は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
諸
般
の
事
情
を
考
え
ま
す

と
ぎ
、
積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
画

を
し
、
活
性
化
（
風
お
こ
し
）
の
原
動

力
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
指
導
さ
れ
る
お
つ
も
り
か
お

伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
完
全
週
休
二
日
制
に
つ
い

て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
日
本
人
は
仕

事
に
生
き
が
い
を
考
え
る
考
え
方
が

非
常
に
強
い
状
況
に
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
生
活
の
ゆ
と
り
人
間
と
し
て

の
幸
せ
、
生
活
の
あ
り
方
な
ど
考
え

て
来
ら
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
結
構

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
職
業
等
々
に
よ
り
ま
し

て
国
民
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
な

い
こ
と
は
、
遺
憾
に
思
っ
て
お
る
わ

け
で
す
が
、
二
日
制
そ
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
異
誦
は
な
い
も
の
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
町
と
し
ま
し
て
も
早
く

対
応
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
合
言
い
ま
す
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス

の
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
肱
川

町
の
よ
う
な
農
村
に
お
き
ま
し
て
は

そ
の
こ
と
を
大
切
に
考
え
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
県
下
で
も
一
番
最
後
ま

で
実
施
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
気
持
ち
を
お
く
み
と
り
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
労
働
規
準

法
の
改
正
ま
で
な
さ
れ
て
来
て
お
り

ま
す
の
で
、
合
回
実
施
す
る
こ
と
に

踏
み
き
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し

た
よ
う
に
、
町
役
場
の
職
員
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
住
民
の
た
め
の
サ
ー

ピ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と

を
十
分
考
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
る
わ
け
で
、

・職
員
の
指

導
に
当
た
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

①
に
つ
い
て
。
サ
ー
ピ
ス
窓
口
と

い
う
ご
意
貝
も
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ

ど
、
す
で
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
他

町
村
の
状
況
も
つ
ぷ
さ
に
把
握
を
致

し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
郡
内
に
お
き
ま
し
て
、
そ
の

様
な
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
町
村
は

令
の
と
こ
ろ
無
い
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

従
来
同
様
の
形
で
サ
—
ピ
ス
低
下
に

な
ら
な
い
様
努
力
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

②
に
つ
い
て
。
水
道
の
故
障
で
あ

り
ま
す
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
れ
ら

の
事
も
消
防
の
事
も
す
べ
て
二
十
四

時
間
の
問
題
で
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
職
員
が
出
務
す
る
時
間
が
休

暇
に
よ
っ
て
減
っ
て
来
る
と
い
う
こ

と
に
対
し
、
不
安
を
感
じ
に
な
る
面

は
ご
も
っ
と
も
で
あ
る
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
出
務
し
て
お
り
ま
せ
ん
時
間

帯
に
お
き
ま
し
て
も
、
如
何
な
る
こ

と
が
起
き
ま
し
て
も
対
応
を
す
み
や

か
に
い
た
し
ま
し
て
、
サ
ー
ピ
ス
を

低
下
さ
せ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
合

ま
で
も
や
っ
て
来
て
お
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
一
日
二
十
四
時
間
、
一
週

間
一
六
八
時
間
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の

中
で
出
務
す
る
時
間
が
四
十
時
間
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
‘
―
二
八

時
間
は
出
務
し
て
い
な
い
時
間
帯
に

な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
時
間
帯
を
含

め
て
サ
ー
ピ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
参
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
努
力
を
い
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
ろ
い
ろ

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
町
と

し
ま
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

③
に
つ
い
て
。
余
暇
行
政
に
つ
い

て
で
す
が
、
我
々
町
職
員
は
、
身
分

と
い
う
も
の
は
二
十
四
時
間
町
職
員

で
こ
ざ
い
ま
し
て
、
日
常
の
生
活
の

中
で
も
、
自
覚
を
持
っ
て
常
に
や
っ

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
の
中
で
も
役
場
職
員
と
し

て
の
気
持
ち
を
は
っ
き
り
持
っ
て
住

民
の
皆
さ
ん
と
接
触
を
図
り
、
又
、

風
お
こ
し
、
活
性
化
に
い
ろ
ん
な
形

で
先
頭
に
立
っ
て
や
っ
て
行
く
気
持

ち
を
は
っ
き
り
持
っ
て
や
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
お
り
に

触
れ
て
教
育
を
い
た
し
て
お
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、
議
会
議
員

の
皆
様
方
は
、
特
に
い
ろ
ん
な
観
点

か
ら
職
員
の
出
務
、
あ
る
い
は
日
常

生
活
等
に
つ
き
ま
し
て
も
適
切
な
こ

助
言
を
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ

①
国
道
一
九
七
号
鹿
野
川
道
路
の
整

備
も
完
了
し
、
町
内
を
通
過
す
る
国

道
は
全
線
と
も
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く

二
車
線
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
残

念
、
赤
岩
橋
か
ら
大
野
印
刷
所
間
が

幅
員
が
狭
く
、
大
型
車
同
士
が
対
向

し
ま
す
と
歩
行
者
、
自
転
車
等
は
大

変
危
険
で
あ
り
ま
す
。
野
村
町
側
が

開
通
し
ま
す
と
高
知
方
面
か
ら
の
通

行
車
両
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
幅
員
拡
張
等
の
計
画
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る

か
お
伺
い
し
ま
す
。

②
過
疎
農
道
で
、

昭
和
五
十
八
年
よ

り
着
手
さ
れ
て
い
る
久
下
か
ら
大
屋

敷
線
の
開
通
は
、
当
初
計
画
よ
り
大

幅
に
遅
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
原
因
は
何
で
あ
る
の
か
、
又
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕

①
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
ご
承
知
の
と
お

り
一
九
七
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

肱
川
町
分
が
開
遵
い
た
し
ま
し
て
非

常
に
よ
く
な
っ
て
参
っ
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
肱
川
分
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
こ
指
摘
の
区
間
が
改
良
を
急

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
区
間
に
お
き
ま
し
て
も
、
測

量
が
終
り
ま
し
て
、
現
在
用
地
交
渉

◎
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

て
お
り
ま
す
。
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が
終
り
次
第
改
良
工
事
に
入
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
延
長
四
七

0
m
に
つ

き
ま
し
て
は
、
改
良
計
画
が
進
め
ら

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
合
し
ば
ら

く
お
待
ち
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
過
疎
農
道
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ

れ
は
国
が
五

0
%、
県
が
五

0
％
と

い
う
こ
と
で
、
あ
り
が
た
い
事
業
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
取
り
組
み
を
し
て

頂
き
ま
し
て
進
め
て
お
る
わ
け
で
す

が
、
予
算
の
点
で
は
、
現
在
県
下
で

十
八
地
区
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

七
億
四
千
八
百
万
円
程
が
年
間
の

予
算
と
い
う
こ
と
で
、
一
地
区
平
均

四
千
万
円
の
事
業
費
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
先
程
申
し
ま
し
た
様

に
町
負
担
が
な
い
わ
け
で
こ
ざ
い
ま

す
の
で
、
や
む
を
得
な
い
分
も
あ
り

ま
す
が
、
し
か
し
、
一
期
二
期
と
い

う
一
路
線
に
対
し
ま
し
て
、
二
重
に

予
算
が
つ
く
と
い
う
措
置
も
し
て
頂

い
て
お
り
ま
し
て
、

ご
承
知
の
と
お

り
大
谷
線
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ニ
エ

区
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
予
算

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
均

以
上
の
予
算
が
毎
年
つ
い
て
お
る
わ

け
で
す
。

予
定
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
年

数
が
長
く
か
か
り
ま
す
と
、
物
価
上

昇
等
の
面
が
あ
り
ま
し
て
、
予
算
に

よ
る
事
業
消
化
と
い
う
も
の
が
、
当

初
の
思
惑
の
様
に
進
み
ま
せ
ん
の
で

遵
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
総
予
算

が
そ
れ
な
り
に
伸
び
で
い
か
な
い
点

が
あ
り
ま
し
て
遵
れ
て
い
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
二
＼
三
年
は
か
か

る
と
思
い
ま
す
が
、
完
成
も
近
づ
い

て
い
ま
す
の
で
、
努
力
は
し
て
参
り

ま
す
が
、
段
取
り
に
あ
り
ま
す
こ
と

で
ご
了
承
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

風
の
博
物
館
も
先
日
開
館
の
運
び

と
な
り
、
関
係
者
の
努
力
に
対
し
敬

意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ひ
じ
か

わ
開
発
株
式
会
社
へ
委
託
と
理
解
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
管
理
に
関
す
る

条
例
で
は
、
館
長
決
裁
に
よ
る
と
こ

ろ
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
人
の

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
そ
の
他
、
鹿
鳴
園
・
体
験
交
流

館
を
含
め
て
人
の
問
題
を
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
ま
で
も
申
し
上
げ
て
い
ま
す

よ
う
に
、
学
術
学
芸
的
な
部
門
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
が
直
接
や
っ
て
行

き
、
そ
う
し
て
営
業
的
な
も
の
労
力

的
な
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ひ
じ

か
わ
開
発
株
式
会
社
へ
委
託
を
し
て

や
っ
て
行
く
考
え
方
で
お
る
わ
け
で

す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
館
長
あ
る

い
は
学
芸
員
部
門
の
人
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
の
関
連
の
職
員
、
町
の

職
員
で
や
っ
て
行
く
わ
け
で
ご
ざ
ま

し
て
、
四
月
一
日
か
ら
新
体
制
を
作
っ

て
行
く
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
二
十

五
日
に
は
、
内
示
と
い
う
こ
と
に
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
具

体
的
に
検
討
を
進
め
て
行
か
な
け
れ

◎
風
の
博
物
館
の
運
営
に
つ
い
て

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
こ
こ
で
具
体
的
に
ご
説
明

が
出
来
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
基
本
的
な

考
え
方
は
そ
う
い
う
こ
と
で
、
ご
理

解
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
じ
か
わ
開
発
株
式
会
社
に
委
託

す
る
部
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
な
か

な
か
広
い
わ
け
で
現
在
の
と
こ
ろ
沢

山
の
人
が
来
て
頂
い
て
お
る
と
い
う

こ
と
で
、
売
店
の
問
題
と
か
清
掃
の

問
題
と
か
又
、
周
辺
施
設
の
管
理
と

い
う
こ
と
で
電
気
自
動
車
に
つ
き
ま

し
て
も
、
四
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
と
い

う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
辺
か
ら
初
め
ま
し
て
、
い
ろ
ん
な

こ
と
に
対
応
を
し
て
行
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
な
か
な
か
会
社
と
し

ま
し
て
も
決
ま
っ
た
こ
と
は
決
ま
っ

た
よ
う
に
や
る
だ
け
で
な
い
部
面
も

あ
り
ま
し
て
、
人
員
の
ロ
ス
も
若
干

出
て
も
仕
方
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
又
、
鹿
鳴
園
が
従
来
三
人
で
や
っ

て
お
り
ま
し
て
新
し
く
望
湖
荘
も
完

成
を
み
ま
し
て
、
又
、
松
本
氏
の
土

地
を
借
上
げ
ま
し
て
の
公
園
の
拡
大

作
業
を
合
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
合

後
面
積
的
に
も
管
理
区
間
が
茶
堂
ル
ー

ト
の
関
係
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
増
え

て
参
り
ま
す
の
で
、
か
な
り
人
員
を

増
や
し
て
体
制
を
作
っ
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
早
急
に
対
応
し
て
行
け
る
よ
う

に
や
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
ま
り
具
体
的
な
ご
答
弁
が
出
来
ま

せ
ず
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ

ど
、
基
本
的
な
考
え
方
の
上
に
た
っ

◎
山
鳥
坂
ダ
ム
に
伴
う
付
替
え

道
路
に
つ
い
て

て
の
人
事
、
人
員
の
配
置
又
、
作
業

を
効
率
的
に
進
め
て
行
く
努
力
を
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
元
組
織
で
は
、
付
替
え
道
路
に

つ
い
て
何
度
も
集
会
を
持
た
れ
、
町

長
と
話
し
合
い
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

地
元
組
織
で
は
、
町
長
の
考
え
方
建

設
省
の
考
え
方
を
聞
い
て
か
ら
付
替

え
道
路
を
考
え
た
い
と
言
い
ま
す
と
、

町
長
は
「
原
則
的
な
こ
と
は
あ
る
が
、

と
に
か
く
ど
の
よ
う
な
道
路
で
も
作

る
か
ら
住
民
サ
イ
ド
で
考
え
提
出
を

し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
地
元
組
織
で
は
、
組
織
の
意

見
を
ま
と
め
、
町
に
提
出
を
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
八
路
線
を
町
の
方
で
考
え

て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
か
ら
一
番
よ

い
路
線
を
決
め
て
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
建
設
省
及
び
愛
媛
県
か

ら
議
会
に
対
し
二
回
の
説
明
が
あ
り

一
回
目
の
説
明
で
は
納
得
し
な
か
っ

た
の
で
、
建
設
省
の
案
を
提
出
し
て

く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
二
回
目
に
建

設
省
と
愛
媛
県
で
検
討
さ
れ
た
案
を

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
元
組
織
が
要
望
し

た
案
は
、
法
律
的
に
非
常
に
困
難
だ

と
い
う
こ
と
で
、
組
織
の
意
見
と
は

程
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
元

組
織
が
要
望
し
た
路
線
を
今
後
共
強

く
お
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
建
設

省
の
検
討
さ
れ
た
案
を
の
ま
れ
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

建
設
省
の
検
討
案
で
す
と
、
商
店

街
に
と
っ
て
悪
く
な
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
良
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
鹿
野
川
の
商
店
街
を
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
山
鳥
坂
ダ
ム
に
伴
う
付
替

え
道
路
に
つ
い
て
の
ご
質
問
で
す
が

ご
質
問
の
要
点
は
、
地
元
要
望
路
線

を
推
進
す
る
の
か
、
建
設
省
案
を
の

む
の
か
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
河
川
の
付
替
え
を
基
調
と
す

る
地
元
要
望
路
線
に
は
無
理
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
賛
成
出
来
か
ね
る
気

持
ち
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

一
点

と
し
ま
し
て
、
洪
水
調
節
の
目
的
を

持
っ
て
ダ
ム
が
造
ら
れ
よ
う
と
し
て

お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
河

川
の
付
替
ス
と
い
う
事
は
、
理
屈
が

た
た
な
い
の
で
理
誦
的
に
無
理
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

二
点
は
、
地
形
地
勢
上
の
無
理
、

超
大
型
の
り
面
で
、
災
害
等
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
し
、
い
ろ
い
ろ
無
理
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

工
事
上
の
無
理
、
住
宅
商
店
街
に

近
く
長
期
間
に
亘
る
こ
れ
だ
け
の
大

量
の
工
事
を
い
た
し
ま
す
こ
と
は
、

騒
音
、
震
動
、
公
害
、
生
活
へ
影
響

等
で
無
理
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

年
数
的
な
無
理
が
あ
り
ま
す
。
河

川
を
付
替
え
、
現
在
の
河
川
敷
を
埋

め
立
て
て
利
用
出
来
る
よ
う
な
形
に
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持
っ
て
行
く
に
は
、
非
常
に
長
い
年

月
を
要
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て

年
数
的
に
無
理
が
あ
り
ま
し
て
、
法

的
に
も
い
ろ
い
ろ
な
問
顆
が
出
て
来

る
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

財
政
上
の
無
理
、
ダ
ム
に
関
係
な

け
れ
ば
財
政
的
に
も
無
理
で
あ
り
ま

し
て
、
予
算
的
に
も
数
十
年
の
事
業

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
る
ま
す
。

こ
の
様
な
こ
と
で
付
替
え
道
路
、
河

川
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
は

適
当
で
な
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
際
、
河
川
へ
関
わ
る
考
え
方

は
捨
て
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
ど
の
よ
う
な
道
路
で
も
と

申
し
上
げ
て
、
ダ
ム
の
受
入
れ
を
し

て
お
り
ま
す
。
前
言
を
ひ
る
返
す
気

持
ち
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
ダ

ム
に
よ
り
ま
す
大
洲
北
平
線
の
付
替

え
道
路
で
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

か
ら
、
そ
の
観
点
を
基
本
に
し
て
い

ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

先
般
の
説
明
会
で
、
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
も
う

―
つ
の
案
と
い
う
も

の
は
、
建
設
省
案
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

の
む
の
ま
ぬ
と
い
う
こ
と
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
地
元
と
し
て
一
番
よ

い
と
い
う
も
の
を
早
く
決
定
し
て
要

望
を
し
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

商
店
街
に
お
よ
ぽ
す
影
響
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し

た
け
れ
ど
、
そ
の
路
線
が
直
接
的
に

商
店
街
に
ど
の
様
な
よ
い
影
響
を
も

た
ら
す
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
は
、
な
か
な
か
評
価
の
し

に
く
い
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、

間
接
的
に
又
、
時
間
経
過
を
へ
て
ダ

ム
事
業
が
完
成
し
た
時
の
状
況
も
、

考
え
た
り
致
し
ま
し
て
そ
し
て
又
、

そ
れ
か
ら
後
の
肱
川
町
の
方
向
づ
け

も
考
歪
て
商
店
街
と
の
関
係
、
あ
る

い
は
肱
川
町
の
今
後
の
振
興
、
こ
う

い
っ
た
事
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え

て
お
る
わ
け
で
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
最
善
の
も

の
を
も
っ
て
決
す
る
以
外
に
な
い
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な

状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
付
替
え

路
線
を
と
っ
て
行
く
か
と
い
う
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
、
肱
川
町
の
意
見
を

早
く
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
き
て
お
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
様
な
事
で
、
今
後
議
会
の
皆

さ
ん
と
共
に
こ
の
路
線
決
定
に
つ
き

ま
し
て
、
精
力
的
に
取
り
組
み
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
決
し
た
議
案

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

肱
川
町
大
和

肱
川
町
白
石

◎
肱
川
町
水
と
土
保
全
基
金
条
例
の

制
定
基
金
を
設
置
し
て
、
た
め
池
や
農

業
用
用
排
水
路
等
の
土
地
改
良
施
設

沖山
崎

猶
幸
氏
一
氏

千
円

◎
肱
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
使
用
料

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

入
場
料・
一
般
大
人

小
中
学
生

・
団
体

大

人

小
中
学
生

施
設
使
用
料

一
日

◎
肱
川
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正

大
谷
地
区
の
給
水
開
始
に
と
も
な

い
、
給
水
区
域
を
追
加
し
た
。

◎
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
長
二
十
三
万
五
千
円
に
。

副
議
長
十
八
万
九
千
円
に
。

議
員
十
七
万
六
千
円
に
。（月
額
）

◎
肱
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

委
員
長
二
十
四
万
四
千
円
に
。

二
百
円
百
円

百
五
十
円

五
十
円

◎
肱
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
使
用

料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

給
食
料
一
食
に
つ
き

・
中
学
生
二
百
二
十
円
に
。

•

小
学
生

二
百
十
円
に
。

給
食
料
月
額
（
概
算
徴
収
）

・
中
学
生
三
千
五
百
円

・
小
学
生
三
千
三
百
円

の
機
能
維
持
を
す
る
た
め
の
条
例
制

定。

◎
平
成
六
年
度
各
会
計
当
初
予
算

（
五
件
）

◎
平
成
五
年
度
各
会
計
補
正
予
算

（
三
件
）

◎
町
道
等
路
線
の
認
定

町
道

三
路
線

農
道

二
路
線

林
道

一
路
線

◎
報
酬
及
び
費
用
弁
償
額
並
び
に
支

給
方
法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正各
種
委
員
等
の
報
酬
等
の
改
正

◎
肱
川
町
証
人
等
に
対
す
る
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

日

額

六

千

九

百

円

に

。

◎ ◎ ◎ 
日部職 給す 時肱 収助町条特
当改 員 与る間川 入 例別
及 正の 月条そ町 役役長の職
び旅額例の教 五五一 ーの
宿 費五の他育 + + + 

ノ‘部職
泊に十一の長 改員
費 関 三 部勤の 五九九 正の
を す万改務給

万万万

改 る 九正条与
四六五 給

千千千
与

定条千件‘
し例円に勤頁口円醤
たのに関務

L しに。。。 す
る

No.＜一ー泊直切っ“九口〉ゴ⑯

委

員

二
十
一
万
五
千
円
に
。

さ

き

今
宮
沙
貴
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

平
成
4
年
5
月
21
日
生

1
歳
11
カ
月

五
分
だ
け
妹
の
美
貴
は
、

と
っ
て
も
甘
え
ん
坊
、
彼
女

の

「
ご
め
ん
ね
」
は
不
思
議

な
力
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
思

わ
ず
許
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

我
が
家
の

三
姉
妹
で
は
、

一
番
女
ら
し
い
か
な
：・
りi

ち
ょ
っ
と
小
柄
だ
け
ど
、
好

奇
心
旺
盛
で
、
な
ん
に
で
も
チ
ャ

レ
ソ
ジ
す
る
元
気
っ
子
。
い
ろ

ん
な
遊
び
教
え
て
く
れ
る
麻
衣

姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
、
い
つ

も
つ
い
て
回
っ
て
い
ま
す
。

お父さん
二雄さん
お母さん
祐美さん

み

き

今
宮
美
貴
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

平
成
4
年
5
月
2
1
日
生

1
歳
11
カ
月
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町長

大野 和

助役

森

（
保
健
セ
ソ
タ
ー
）

（
高
齢
者
創
作
館
）

（
高
齢
者
福
祉
セ
ソ
タ
ー
）
事
務
主
任

（

保

育

所

）

ー

（
高
齢
者
住
宅
）

ー
今

宮

雅

司

町
民
福
祉
課
丁
—
課
長
兵
頭
茂

課

長

補

佐

植

木

光

雄

＇ ，福保戸国

祉
健籍保

衛住年

係 生民金

係係係

長長長長

⑯ 

亀三宮植

田瀕本木

道

係

長

農
林
振
典
係
長

長

松

尾

国

和

事

業

係

長

闘
□
[

[

戸

量

□ぃ
□
□
□

水

高
田

産

業

建

設

課

課

繁

唖⑯
藤松片森

高本山

（
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー
）

総

務

課

課

総
務
消
防
係
長

課
戸
補
佐
宮
田
飛
野
章
弘
ロ
ロ

｀

｀

用

地

係

⑯ 
飛岡東

野村
源
田

平成6年4月1日現在

特別職 4 
課長 7

補佐 7

係長 18（外兼務 5)
一般職 41（内派遣 1)

嘱託 26
臨時 5

ダ

ム

対

策

室

室

長

万

願

寺

亀

次

（

生

活

再

建

相

談

所

）

相

談

員

二

葉

廣

和

風

お

、こ

し

対

策

室

室

長

大

野

和

学

館

長

補

佐

⑯

和

氣

武

士

企
画
調
整
係
長

ロ

□い
〗
係□

長

和
氣

武
士

⑯
和
氣
畦
崎

徳

本

館

職
員
の
異
動
を
四
月
一
日
付
で
次

の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
は
、
三
月
一
日
に
オ
ー

プ
ソ
し
た
風
の
博
物
館
に
学
芸
員
を

配
属
し
、
又
、
三
人
の
退
職
に
伴
い

十
三
人
が
異
動
し
、
新
し
く
四
人
を

採
用
し
ま
し
た
。

（
風
の
博
物
館
）

町

職

員

異

動

|

（

）

内

旧

任

〇

印

昇

任
ー

▽
総
務
課
長
（
公
民
館
長
）
宮
田
章
▽

公
民
館
長
（
嘱
託
）
池
田
重
雄
▽
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
長
（
総
務
課
長

補
佐
）
〇
冨
永
勲
▽
風
お
こ
し
対
策

室
長
兼
風
の
博
物
館
長
補
佐
兼
企
画

調
整
係
長
（
産
業
建
設
課
長
補
佐
）
〇

和
氣
武
士
▽
産
業
建
設
課
長
補
佐
兼

監
理
係
長
（
産
業
建
設
課
建
設
係
長
）

0
松
本
善
一
▽
風
お
こ
し
対
策
室
商

芸

工
観
光
係
長
（
風
お
こ
し
対
策
室
専

門
員
）
徳
本
英
信
▽
教
育
委
員
会
総

務
学
校
教
育
係
長
（
風
お
こ
し
対
策

室
専
門
員
）
櫻
田
和
明
▽
農
業
委
員

会
農
地
主
事
（
産
業
建
設
課
商
工
観

光
係
長
）
北
川
敬
恒
▽
総
務
課
総
務

消
防
係
長
（
総
務
課
総
務
係
長
）
源
田

政
幸
▽
産
業
建
設
課
建
設
係
長
（
農

業
委
員
会
農
地
主
事
）
藤
高
茂
治
▽

風
の
博
物
館
学
芸
員
（
産
業
建
設
課

員

松

本

農
林
振
典
主
事
）
〇
松
本
隆
寿
▽
総

務
課
総
務
消
防
係
（
議
会
事
務
局
）
中

岡
稲
生
▽
産
業
建
設
課
農
林
振
興
係

（
総
務
課
愛
媛
県
ま
ち
づ
く
り
総
合

セ
ソ
タ
ー
派
遣
）
石
家
清
▽
総
務
課

用
地
係
（
産
業
建
設
課
商
工
観
光
係
）

冨
永
廣
次
▽
議
会
事
務
局
（
公
民
館
）

飛
野
澄
子

新

採
▽
総
務
課
総
務
消
防
係

▽
総
務
課
総
務
消
防
係
宮
尾
充
志

▽
風
お
こ
し
対
策
室
企
画
調
整
係

寺
岡
信
一
▽
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ

タ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー

城
戸

み
ち
子

退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）
▽
風
お
こ

し
対
策
室
長
安
川
武
志
▽
肱
川
中

学
校
用
務
員
河
野
幸
子
▽
総
務
課

総

務

係

寺

中

め

ぐ

み

（
職
員
配
置
図
は
左
の
と
お
り
で
す
）

隆
寿
~
〔
安川
美
紀
〕

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

寺
岡
信
一

r
 

武
士

j

和

男

J

英
信
~
藤
原
優
勝

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

祈
葉
笑
子

河
内
由
美
子

橋
本
孝
博

政
幸
~
屯
岡
稲
生
＇
ー
宮
尼
充
志
…
＇
〔
櫂
木
科
子
〕

＇

9
9
9
9
,

、
一

一
松
本
芳
典
西
田
幸
夫
〔
高
野
頼
信
〕
一

真

理

一
一

清

利
弘
幸
~
中
野
富
士
雄

~
冨
泳
廣
次

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J

＿
沖
田
敏
広

吉

満

一

石

家

清

兵

頭

学

政
治

一

善
一
ー
↓
出
水
文
子

茂
治
~
和
氣
哲
弘
藤
原
貴
冨
永
幸
広
一

一

（

山

本

晃

）

〔

中

岡

明

枝

〕

一

栄
治

~
山
本
裕
之

戸
四
浦
利
明
〕
〔
山
内
満
信
〕
〔
冨
永
岩
男
〕
~

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

光
雄
~
翫
，
＇
実
雄

正
三
~
沖
野
晃
己

健
一
~
和
氣
豊
子
上
甲
初
美

隆

代

|

土

徳

本

幹

寿

下

石

綾

＿
土
井
健
司
有
友
民
子
城
戸
み
ち
子
~

芦
上
川
定
子
〕
〔
山
内
雅
子
〕
〔
中
野
三
津
穂
〕
〔
中
野
安
孝
〕
一

-
〔
竹
内
弘
〕
〔
竹
内
潮
美
〕
〔
清
水
カ
ッ
コ
五
月
一
日
よ
り
〕
ー

方
久
保
伸
子
〔
兵
頭
重
美
〕

.,＇ 

西
田
幸
夫
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社
会
福
祉
法
人
肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

福

田

保

務

局

事
務
局
長
⑯
兵
頭

事

事

務

局

長

⑯

松

尾

国

和

事

務

局
丁
|
事
務
局
長

茂

専

門

二
宮
賢
一

郎

農

地

主

事

歴

資史

料民

館俗

館

長

⑯

池
田

重
雄

館

長

補

佐

⑯

冨

永

勲

教育委員会
委員長

谷本 幸治

教育長

佐久保恵一

ノ‘.L、

民

館

丁

ー

館

長

池
田

重
雄

館

長

補

佐

⑯

冨

永

勲

収入役⑯参事

中野博司

町

立

幼

稚

園

町

立

学

校

社

会

教
育
課
丁
—
課
長

学

校

教

育

課

丁

|

課

長

（
学
校
給
食
セ
ソ
タ
ー
）
主

出

納

室

R
佐
久
保
恵
一

冨
永

勲

係

員

総
務
学
校
教
育
係
長

社
会
教
育

係
長

任

都

谷

征

也

長
（
大
）
上
岡

出

納

係

長

松
田

r
 

北
川

敬
恒
~
r
 

和
氣

r
 豆
官
野
松
雄
〕

r
 

〕
は
嘱
託

）
は
臨
時

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

J
 

芦
冨
永
清
輝
〕
〔
亀
井
和
夫
〕
〔
緒
方
洋
子
〕

i

芦
亀
岡
幸
子
〕
（
緒
方
保
代
）
（
和
氣
睦
子
）

i

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

し

r

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

L
 

営

田
千
代
子

r

,

＇9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、

栄

一
L

〔米
岡
晋
〕
〔G
．
バ
ン
ト
ッ
ク
〕
〔
京
子
・
バ
ソ
ト
ソ
ク
〕
~

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
 ..
 

（肱
中
）〔
坪
井
友
江
〕

i

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

J

 

~
（中
）
重
岡
美
須
寿
桑
原
昌
子

~
（正
）
冨
永
チ
ズ
子
上
野
順
子

ぞ
大
）
丸川
佐
和
子
〔
松
岡
佳

代
〕
~

盃
右
）
堀
川
千
賀
子

~
（
予
）
三
好
幸
恵

r

,

＇9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J

 

天
井
章
裕
（
大
野
順
子
）
〔
松
本
順
子
〕

i

r

,

'

ヽ
9

9

,

J

爾
野
澄
子

r

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

し

r

,

＇9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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実践と飛躍

31億1
，
 

750万円
23億2,000万円でスター卜

〔図 l〕 歳 入

1億 2億

地方交付税

県支出金

町 債

町 税

国庫支出金

繰 越 金

地方譲与税

使用料・手数料

自動車取得税

交付金

そ の 他

13億7.500万円(59.3%)

2億3,997万円(10.3%)

1億6,880万円(7.3%)

1億5,739万円(6.8%) 

1億2.661万円(5.5%) 

8.000万円(3.-4%)

5,500万円(2.4%)

4.637万円(2.0%)

3,000万円(1.3%) 

4,086万円(1.8%)

(1万円未満四捨五入）

3億 13億
(） | 

口

平
成
六
年
度
の
当
初
予
算
が
町
議
会
三
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
二
＿
二
億
二

0
0
0
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
の
当

初
予
算
と
比
べ
る
と
六
億
四
四

0
0
万
円
（
ニ
―
・
七
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し

た。
前
年
度
に
比
べ
減
額
と
な
っ
た
主
な
理
由
と
し
て
は
、
風
の
博
物
館
が
平
成

五
年
度
に
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
六
億

0
九
一

0
万
円
の
減
、
及
び
大
谷
小
学

校
屋
内
運
動
場
建
設
費
の
二
億

0
一
四
四
万
円
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
平
成
五
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
が
一
七
億
三
五
六
四
万
円
と
な
っ

て
お
り
、

実
質
予
算
規
模
は
四

0
億
五
五
六
四
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
、

平
成
六
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

町
行
政
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国民健康保険特別会計

2億7,800万円
前年度に比べ6.3％の増額

簡易水道特別会計

1億9.720万円
前年度に比べ59.0％の増額

老人保健特別会計

3億1.900万円
前年度の比べ8.5％の増額

住宅新築資金等貸付特別会計

330万円
前年度に比べ6.5％の増額

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
最
も
多

く
、
一
三
億
七
五

0
0
万
円
と
歳
入

全
体
の
五
九
・
三
パ

ー
セ

ソ
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
町
税
は
、
歳
入
の
六
・
八
パ
ー

セ
ソ
ト
、
一
億
五
七
三
九
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
自
主
財
源
と
依
存
財
源
に

分
け
て
み
ま
す
と
、
町
税
や
使
用
料
・

負
担
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
三
億

一
九
三
二

万
円
で

一
三
・

八
パ
ー
セ

ソ
ト
し
か
な
く
、
地
方
交
付
税
や
国
・

県
補
助
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
、
ニ

0
億
0
0
六
八
万
円
と
八
六
・
ニ
パ
ー

セ
ソ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
主
財
源
が
少
な

く
財
源
の
大
部
分
を
国
や
県
に
依
存

し
て
い
る
た
め
、
補
助
事
業
等
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
財
政
運
営
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

町民 1人当りの予算額

ー一般会計一

H 6. 3.31現在人口

3,406人

R 
町税 42,228円 歳出額 681,151円
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一
即躙

新しい町創造

・層・".層 462,089千円
► ダム対策関連事業費 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・ 27,541千円
► 地域個性形成事業費・．．．．．．．．．．．．．．． 65,514千円

► 風の博物館等施設管理運営費・...., 45,292千円
► 町営パス運行費・ ・ ・・ ． ． ． ．．．．．．．．．． 4,319千円
► 水力発電施設周辺整備事業・．．．．．．． 7,020千円

~．璽庫 213,779千円
► デイサービス運営事業費・ ・・・ ・ ・29,725千円
► ホームヘルプサービス事業費・…•• 8,301千円
► 在宅介護支援セソター運営事業費 6,120千円
► 児童福祉施設費・・・・・・・・............... 5,848千円

≪』璽，！・99 62,754千円
► 合併処理浄化槽設置整備事業・・・・・・ 1,596千円
► 簡易水道会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17,646千円
► し尿 ・ じん芥処理費・・・・・・・・・・・・ 14,566千円

o•暑罰恥9 348,480千円
► アグリトピア構想推進事業費・ ・・・・ 22,031千円
► 団体営農道新設工事費・・・・・・・．．．．．． 50,502千円
► 小規模基盤整備事業費・ ・・・・・ ・ ・ ・・ ・・・・ ・ 2,300千円
► 新山村振興事業費・・・・・・・.... .. .... .. .. 35,754千円
► 農業農村活性化事業費・・・・・・・・・・・ ・ ・・ 33,200千円
► 林道整備事業費・ • ...．．．．.．．．．．．．．．．．．．． 54,052千円

► 林業山村活性化構造改苦事業費・.. 60,457千円

衝彊冒・に9 33,210千円
► 交流促進費・・・・・・・・・-► 道路維持補修費► 県道改良負担金
► 町道新設改良費・・・・・・
► 公営住宅建設費・・・・・・

翻■屈］・鳩 73,958千円
► 消防団員報酬• •.. ... .... .. .............. 9,086千円
► 大洲地区広域消防事務組合負担金 49,017千円・1置冒・鳩 211,273千円
► 4ヽ学校費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21,603千円
► 中学校費・・・・・・・・・・•........ .. . ...... ... • 13,590千円
►幼稚園費・・ ・ ・・・................ .. ....... 30,340千円
► 学校給食費・・・・・・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・・・ • .．．．．．．．．．．． 41,575千円
► 社会教育費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・.. 49,471千円

•i璽帽駅層 526,000千円
► 地方債償還元金•利子・・・・・・・・•..… •524,000千円

14,445千円

313,271千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16,571千円
.. ··• ..... .... ... 50,000千円
............. ・121,500千円
... 61,932千円

〔図 3〕 性質別経費の内訳

平成6年度予算総額

几
又舟 会 計 予 算

〔図 2〕 歳 出

5億 4億 3億 2億 1億

5億2.600万円(22.7%)

4億6.209万円(19.9%)

3億4.848万円(15.0%)

3億1.327万円(13.5%) 

2億1.378万円(9.2%)

2億1,127万円(9.1%)

7.396万円(3.2%)

6.275万円(2.7%) 

5,743万円(2.5%) 

5.097万円(2.2%) 

(1万円未満四捨五入）

公

総

農林水産費

土

民

教

消

衛

議

そ

債

務

木

生

育

防

生

会

の

費

費

費

費

費

費

費

費

他

歳
出
当
初
予
算
額
が
前
年
度
を
下

回
っ
た
た
め
、

町
の
借
入
金
の
償
還

金
で
あ
る
公
債
費
が
五
億
二
六

0
0

万
円
と
一
番
多
く
ニ
ニ
・
七
パ

ー
セ

ソ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
、

総
務
費
の
四
億
六
二

0
九
万
円
（
一

九
・
九
％
）
農
林
水
産
費
の
三
億
四

八
四
八
万
円
(
-
五

・
O％
）
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
〔
図

3
〕

の
と
お
り
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
）
が
一

0
億
五
〇

四
八
万
円
と
四
五
・
三
バ

ー
セ
ソ

ト

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
投
資
的

経
費
（
建
設
事
業
費
）
は
七
億

0
三
三

二
万
円
（
三

O・
三
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
五
年
度
か
ら
の
繰
越

事
業
が
あ
る
た
め
、
建
設
関
係
事
業

費
に
つ
い
て
は
二
四
億
三
八
九
六
万

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
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70歳になる方 健康手帳をお渡しします

大正13年 4月 2日～ 5月 1日

生まれの方は、 5月から老人保

健法による医療を受けることに

なります。健康手帳（医療受給

者証）をお渡ししますから役場

窓．口まで印かんと保健証を持っ

て今月30日までに手続きを行っ

てください。

冒期大
学
・
専
門
学
校

す
な
ど
を
卒
業
さ
れ
て
、

れ
就
職
さ
れ
た
皆
さ
ん
。

ら

の

忘

就

職

し
て
、
厚
生
年

た

金

を

金

や

共

済

組

合

に

加

し

年

き

入

す

る

と
、
学
生
時

代
に
加
入
し
て
い
た

国
民
年
金
の
加
入
種

職
民
続

別
が
変
わ
り
ま
す
。

就
国
手

-‘

l

職
場
か
ら
、
健
康

保
険
証
（
共
済
組
合
員
証
）
を
も
ら
っ

た
ら
、
印
鑑
・
年
金
手
帳
・
健
康
保

健
証
（
共
済
組
合
員
証
）
を
持
っ
て
、

役
場
の
国
民
年
金
係
で
「
種
別
変
更

届
」
の
手
続
ぎ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
は
、
将
来
、
年
金
を

受
け
取
る
際
に
影
響
す
る
大
切
な
手

続
き
で
す
。
速
や
か
な
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

警察官の制服が

4月から変わりました
正
山
風
の
会
で
は
、
三
月
二
十
七

日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
、
会
員
二

十
人
の
参
加
を
得
て
奉
仕
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

風
の
会
で
は
、
町
道
津
の
内
ー

道
野
尾
間
を
イ
チ
ョ
ウ
並
木
ロ
ー

ド
に
し
よ
う
と
順
次
植
樹
を
進
め

て
お
り
当
日
は

二
十
本
植
付
け
ま

し
た
。更
に
当
日
は
、
風
の
憩
公
園
の

除
草
、
花
の
植
付
け
清
掃
、
轟
滝

の
エ
ビ
ネ
管
理
、
修
景
作
業
等
々

を
分
担
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
特
に
、
共
栄
部
落
の
沖

野
嘉
忠
さ
ん
提
供
の
錦
鯉
を
粟
太

郎
川
に
放
流
し
成
育
の
調
査
研
究

を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

鯉
を
見
か
け
た
ら
、
い
た
ず
ら

平
成
六
年
四
月
一
日

よ
り
、
警
察
官
及
び
交

通
巡
視
員
の
制
服
が
全

国
一
斉
に
切
り
替
え
ら

れ
ま
し
た
。

新
し
い
制
服
は
、
品

位
と
伝
統
を
保
持
し
て
、

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀

の
新
時
代
に
向
け
て
、

さ
わ
や
か
で
力
強
く
、

そ
し
て
県
民
の
方
々
に

親
し
ま
れ
る
、
そ
ん
な

警
察
官
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

な
ど
せ
ず
、
だ
い
じ
に
見
守
っ
て
欲

し
い
と
風
の
会
で
は
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

奉仕作業中の風の会のみなさん

や
鯉
放
流
—
二

正

山

風

の

会

'_

” ” ” ” 

肱
川
町
交
通
指
導
員

II 

大二鳥曽村金
西宮越根田野

徳秀 正勝
生一寛志好翌

平
成
六
年
度
第
一
次
二
等
陸
•
海

空
士
の
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
肱
川
町
役
場
総
務
課

ま
た
は
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
大

洲
募
集
事
務
所

(
6
二
四
ー
四

―
二
三
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自

衛

官

募

集

の

ご

案

内

= 

平成 6年度の年度更新手続は、

日までです。

平成6年度定期交通事故柑談及び弁護士柑談

〔交通事故相談〕 〔弁護士相談〕

日時

場所

毎月 8日・ 20日

午前10時～午後4時

大洲市役所

日時

場所

毎週金曜日

午後 1時～4時

松山市一番町4丁目

4-2 （県庁）

労働保険年度更新手続

事業主のみなさん

労働保険料（労災保険・雇用保険）

申告・納付はお済みですか。

の

5月16

お忘れのないよう、正しくお早めに。

申告・納付のお問い合わせは、愛媛労

働基準局労災補償課 (0899-25-2101)

愛媛県雇用保険課 (0899-41-2111)

または最寄りの労働基準監督署まで。
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ー
理
事
会
評
議
員
会
開
催
ー

一
三
、

0
七＿

‘
0
0
0
円

一
、
六
九
五
、

0
0
0
円

三
月
二
十
九
日
、
午
前
中
、
「
理

事
会
」
、
午
後
「
評
議
員
会
」
を
開

催
し
、
平
成
六
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
の
長
寿
社
会
に
向
け

て
、
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
ヶ

年
戦
略
」
の
策
定
及
び
社
会
福
祉
関

係
八
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
福
祉
、

在
宅
保
健
福
祉
活
動
の
あ
り
方
が
明

確
に
さ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
使

命
も
ま
す
ま
す
増
大
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
向
を
ふ
ま
え
関
係
機

関
と
密
接
な
連
帯
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
福
祉
、
在
宅
保
健
福
祉
事
業
を

基
調
と
し
て
活
動
を
推
進
し
、
福
祉

資
源
の
発
掘
に
努
め
、
独
居
老
人
、

ね
た
き
り
老
人
等
を
中
心
と
す
る
高

齢
者
問
題
、
障
害
を
持
つ
人
の
問
題
、

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
強
化
を
図
り
、
明
る
い

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
福
祉
活
動
の

よ
り
一
層
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

＿
般
会
計

特
別
会
計

一
、
地
域
福
祉
、
在
宅
保
健
福
祉
の

充
実
・
強
化

0

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

0

ベ
ッ
ド
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
、
車

イ
ス
等
の
貸
出

0

民
生
委
員
と
の
共
同
活
動
推
進

0
独
居
・
ね
た
き
り
老
人
の
援
助

0
老
人
の
社
会
参
加
の
推
進

0
身
障
者
更
生
会
の
育
成
と
援
助

二
、
専
門
部
会
活
動
の
推
進

0

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
部
会
活
動
推
進

0

高
齢
者
福
祉
部
会
活
動
の
推
進

0

青
少
年
児
童
部
会
活
動
の
推
進

三
、
低
所
得
世
帯
の
自
立
更
生
の
援

助
〇
援
護
資
金
の
貸
付
と
更
生
指
導

0
生
活
福
祉
資
金

0
小
口
貸
付
資
金

0

借
入
金
の
償
還
指
導

四
、
青
少
年
児
童
福
祉
活
動
の
強
化

0
青
少
年
の
健
全
育
成
運
動
推
進

0

子
供
の
事
故
・
非
行
防
止
活
動

0

子
供
の
社
会
参
加
の
促
進

0

児
童
図
書
の
援
助

平
成
六
年
度
事
業
計
画
決
定

社゚
協
だ
よ
り
肱川町保健セソター
B (0894) 34-2340 

0

少
年
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
援
助

五
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

0

環
境
美
化
運
動
推
進
の
た
め
の

奉
仕
活
動
援
助

0

在
宅
者
の
友
愛
訪
問

0

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
研
修
会
参
加

0

住
民
参
加
の
促
進
と
啓
発
活
動

の
推
進

六
、
心
配
ご
と
相
談
事
業
推
進

〇
心
配
ご
と
相
談
所
の
充
実

0
相
談
員
の
研
修

0

自
宅
・
電
話
相
談
の
推
進

七
、
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
運
動
へ
の
協
力
強
化

0

共
同
募
金
運
動
の
推
進

0

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
推
進

八
、
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
帯
強
化

0

福
祉
関
係
団
体
と
の
連
帯
を
密

に
し
、
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
。

九
、
広
報
活
動

0

社
会
福
祉
協
議
会
の
趣
旨
普
及

の
た
め
広
報
活
動
を
行
う
。

0

住
民
に
対
す
る
社
協
活
動
内
容

の
P
R
と
福
祉
情
報
の
提
供

建
夫
様

賢
三
様

輝
久
様

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

月

野

尾

冨

永

八

重

栗

金

田

大

阪

市

山

根

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

毎
年
十
月
か
ら
三
月
ま
で
、
ね
た

ぎ
り
老
人
・
独
居
老
人
の
方
々
に
、

民
生
委
員
さ
ん
を
通
じ
て
給
食
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
五

年
度
も
五
十
人
の
方
々
が
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
本
年
も
十
月
か
ら
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
民

生
委
員
さ
ん
に
ご
相
談
し
て
下
さ
い
。

▽贋贔そ希（ボランティア活動の現状について）甚〗、しろ、；昨 I
くを張れ薄 関すろィ今三
必育りぞ化③ ② ①すしテとをてのな よい会援ち係 °なァヽ言

亘
要てなれ 地家超゜てィいかい出がり人に助にがボ形のさ＝
がなが日 域族高

三

次アええく来らか々あと対疎ラで必ま三
あがら頃 の扶齢 のなまれもる暮かについす外、ノ育要ざ’
りらもの 相助化 事のすばのよらわ対てえるさテ成性ま〗
ま活‘活 互機社 がか°自でうしりし疎ま社れィががな言
す動広動 扶能会 考そな立あにてあて外す会やア展叫領亘
°をくに 助のの えのぜへる働いい‘さ°参す活開ば域亘
ボ展社か 機低到 ら要ボの°きくを社れ現加し、動されで＝

三

三

ラ開会か 能下来 れ因ラ援視掛こ持会や代へ人はれ‘ボ〗
ソし的わ の まとソ助点けとちとす社のた‘ていラ

給
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

テ
ィ
ア
は
制
度
化
を
促
進
し
た
り
、

活
性
化
さ
せ
た
り
す
る
役
割
を
果
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
施
策
・
公
的
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
後
退
さ
せ
た
り
す

る
も
の
で
は
な
ら
な
い
。

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
は
自
発
性
が

そ
の
生
命
で
あ
り
、
他
か
ら
強
制
さ

れ
課
せ
ら
れ
て
行
う
の
で
は
な
く
、

自
由
の
意
思
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
民

間
活
動
で
す
。
問
題
点
も
い
く
つ
か

み
ら
れ
ま
す
。

0
何
で
も
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

0

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
と
経
費
を

行
政
が
ま
る
か
か
え
し
て
い
る

団
体
の
出
現

0

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
と
無
責
任

0

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
と
表
彰

0

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
参
加
者
の

減
少

0
安
上
が
り
の
た
め
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
を
活
用
す
る

今
後
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
が
広

ま
り
を
み
せ
、
状
況
も
大
き
く
変
化

し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

関
係
者
に
あ
っ
て
は
、
活
動
は
何
か
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
の
原
点
を
と

ら
え
て
い
く
事
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

問
題
意
識
を
も
ち
絶
え
ず
活
動
を
点

検
し
な
が
ら
、
そ
の
自
主
性
を
大
切

に
し
自
立
し
た
活
動
と
し
た
い
も
の

で
す
。町
嘉
総
芸
ば
づ
げ
で

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
定
期

総
会
を
五
月
十
九
日
午
前
九
時
よ
り

肱
川
町
公
民
館
に
お
い
て
開
催
い
た

し
ま
す
。
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六
年
度
、
水
稲
苗
第
一
回
目
の
播

種
を
四
月
三
日
か
ら
始
め
た
。
此
の

分
は
四
月
二
十
七
日
よ
り
出
荷
す
る

早
期
米
の
苗
で
、
二
十
ニ
・
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
分
四
、

0
二
四
枚
で
現
在

ニ

葉
と
な
り
約
五

em
程
度
に
な
っ
て
ハ

ウ
ス
内
で
順
調
に
育
っ
て
い
る
。

第
一
回
に
続
い
て
三
日
置
に
順
次

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

（緑化が始まる水稲苗）

播
種
を
行
い
六
月
二
十
六
日
播
種
を

最
後
に
一
八
、

0
0
0枚
の
苗
を
町

内
の
水
稲
栽
培
農
家
へ
供
給
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
は
全
国
的
な
異
常
気
象
に
よ

り
米
の
生
産
量
が
大
幅
に
減
り
、
六

年
度
は
減
反
政
策
に
も
緩
和
措
置
が

取
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
肱
川

町
の
様
な
中
山
間
地
で
は
復
田
が
難

し
く
生
産
量
の
伸
び
を
見
る
程
の
作

付
面
積
は
望
め
ず
、
育
苗
セ
ソ
タ
ー

で
の
予
約
枚
数
は
粗
、
即
年
同
様
で

あ
る
。

一度のお手絨きで、
自動的に年金がお受け取りになれます。

カンタン、早い、安全です。
一度お手続きをするだけで、国民年金、厚生年金など

が、毎回きちんとあなたの貯金口座に振り込まれます。

自動受取りですから、「支払通知書」の未着や紛失など

の心配がありません。

＜二＞

便利です。
JAのキャッシュカードをご利用になれば、全国のJ
Aのほか、銀行・信用金庫 ・信用組合などの現金自動

預入・支払機から現金をお引出しいただけます。

＝ 
このマークが目印です。

5℃ 

65オ以上の方は、 霧制度をご利用いただける
JAのスーパーMMCをおすすめします。

l i o 
二遷疇叫ー．』さ＿：戸 :_-I戸
《年金自動受取りのお手続き》

• 初めて年金をお受け取りになる方は、 「年金裁定請
求書」に金融機関の口座確認印が必要です。

●すでにJA以外で年金をお受け取りの方は、「支払
機関変更届」等により、変更の手続きができます。

• JAに貯金口座をお持ちでない方は、窓口にお申し
つけください。

（注）受取口座ご指定の際に所定用紙へは、「肱川農業協同

組合（または肱川農協）」と必ず正式名称（または略称）
でご記入願います。

愛称のJAはご使用になれませんでのご注意ください。
,------------------------------------------------------------------------, 9詳しくは、 JA肱川の窓0でおたずねください。：
L------------------------------------------------------------------------
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今
年
も
、
タ
ケ
ノ
コ
、
ワ
ラ
ビ
、

山
ブ
キ
等
の
市
場
出
荷
の
時
期
が
き

ま
し
た
。
出
荷
さ
れ
る
方
は
次
に
示

す
規
格
で
出
荷
し
て
下
さ
い
。タ

ケ
ノ
コ

ーヽノー
タ
ケ
ノ
コ

（
 
①
収
穫
・
堀
取
作
業

図
ー
に
示
す
よ
う
に
、

の
発
生
際
堀
取
る
。

タ
ケ
ノ
コ
、
地
下
茎
と
も
傷
を
つ

け
な
い
よ
う
に
す
る
。

土
は
き
れ
い
に
払
い
落
す
こ
と
。

②
調
整
方
法

図
2
に
示
す
よ
う
に
適
所
で
地
下

部
は
除
去
す
る
。

根
の
長
い
節
を
一
節
残
し
て
切
る
。

節
に
合
せ
て
切
る
こ
と
。

③

規

格

等
級
、
秀
品
、
品
質
及
び
光
沢
が

良
好
な
も
の
。

（
階
級
）
長
さ

S
級

品

ニ

ニ

Cm

未
満

M
級

品

二

三

ー

三

Ocm

L
級
品
|
_
4
ニ―

l
四
五

cm

格

外

品

四

六

ー

五

O
c
m

格
外
品
は
原
則
と
し
て
加
工
扱
い

と
な
り
ま
す
。

④

出

荷

格
等
階
級
毎
に
分
類
し
て
出
荷
す

る
こ
と
。

出
荷
量
が
増
加
し
、
市
場
価
格
が

低
下
す
る
ま
で
市
場
出
荷
と
し
以

後
は
加
工
向
け
扱
と
す
る
。

ヽ`
ノニ
ワ
ラ
ビ

（
 
①
収
穫
・
調
整

収
穫
は
従
来
通
り
と
し
て
長
さ
大

き
さ
を
そ
ろ
え
て
傷
物
を
除
く
よ

う
調
整
し
て
下
さ
い
。

②
規
格

・
等
級

（
秀
品
）
形
状
及
び
光
沢
が
良
好
で

首
が
曲
が
っ
た
状
態
の
も
の
。

（
優
品
）
秀
品
に
つ
ぎ
先
端
の
ボ
ソ

根の長い節を 1節残

して切る。節に合わ

せて切る。

図2．調整（タケノコ）

、̀’/三
山
ブ
キ

（
 
①
収
穫

・
調
整

収
穫
は
従
来
通
り
と
し
元
切
り
を

し
長
さ
を
そ
ろ
え
て
、
葉
を
除
き

傷
物
を
除
く
よ
う
調
整
し
て
下
さ

、o
し

②
規
格
・
等
級

1束220g

図3．結束（ワラビ）

ここで切断する。

図 1．堀取り

鰤鯛

タ
ケ
ノ
コ
、

2ヶ所止め

1束220g

図4．結束（山ブキ）

山
菜
を
出
荷
し
よ
う

ボ
リ
の
開
か
な
い
も
の
。

（
階
級
）
長
さ

2
S
級
品

-1o,..__
一
四

em

S
級

品

一

五

i
一
九
Cm

M
級

品

二

0
ー
ニ
四
Cm

L
級

品

二

五

ー

ニ

九

Cm

2
L
級
品
I

三

Ocm
以
上

そ
の
他
以
外
は
格
外
品
と
す
る
。

③

結

束

長
さ
を
そ
ろ
え
て
束
に
し
て
出
荷

を
す
る
。

一
束
ニ
ニ

0
gと
な
る
よ
う
輪
ゴ

ム
が
け
を
す
る
。

図
3
の
よ
う
に
元
を
そ
ろ
え
て

2

sか
ら

2
L
ま
で
別
々
に
輪
ゴ
ム

ど
め
に
す
る
。

（
秀
品
）
根
元
が
赤
味
を
お
び
形
状

及
び
色
択
が
良
好
で
傷
の
な
い
山

ブ
キ
の
み
と
す
る
。

（
階
級
）
長
さ

S
級

品

一

七

［

二

四

cm

M
級

品

二

五

［

二

九

em

L
級

品

三

Ocm
以
上

③

結

束

長
さ
を
そ
ろ
え
、
階
級
毎
に
輪
ゴ

ム
で
ニ
ケ
所
ど
め
す
る
。

一
束
ニ
ニ

0
gと
す
る
よ
う
輪
ゴ

ム
が
け
と
す
る
。
図
4
を
参
照
の

こ
と
。

※
集
出
荷
等

集
荷
車
に
よ
る
集
荷
の
開
始
時
期

は
、
出
荷
量
が
増
大
し
た
段
階
で

判
断
し
、
放
送
等
に
よ
り
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
選
果
場
及
び
各
支

所
へ
お
出
し
下
さ
い
。

こ
の
度
、

J
A
肱
川
の
金
融

課
に
新
規
採
用
職
員
と
し
て
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
山

内
由
貴
で
す
。

今
ま
で
の
学
校
生
活
と
は
違

う
環
境
な
の
で
戸
惑
う
こ
と
や

失
敗
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す

が
、
頑
張
り
ま
す
の
で
職
員
・

組
合
員
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域

の
方
々
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い

う
こ
と
ば
の
と
お
り
、
は
じ
め

て
社
会
に
出
て
仕
事
に
つ
い
た

時
の
新
鮮
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

明
る
＜
元
気
に
頑
張
り
ま
す
。 金融課

新

人

紹

介

山内由貴
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,.----------------------------------------------------------. 
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i -----ー一ミ正舅― □□ i 
！ ！ 

！ 優良材生産は直材づくりから．I
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．/ j 
！ 

: -- - - ---- . - -..  - - - - : 
i 県森連市況 平成6年 3月26日 1肱川町森林組合乾椎茸相場表 I ! 
！ 大洲木市より （単位m'当り：円） 市売日..乎成6年 3月23日
！ 販売数呈•••1,100 ケース 17,450kg ! 
！ 平均単価 4,067円 ！ 
！ 長さ末口径

スギ ヒノキマッ
i 直曲かり直曲かり 直 その他 銘柄別単価 i 
} 

7 CID．下本 421本 220本 644本 500 松パルプ
銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i

8 crn上本 620本 530本 962本 744 末口 7 cm こうこ 6,000~8,000 強特用大 4,500~5,000 強 ！ 

: 14 mll3 cm上25,500I. -I 51,600 I. -118cm上24,000長さ 1.8m 
: I 118 CID上21,0001 -143,ooo 1 -~4cm上 28 ,000

9,500円／m・ 大厚 5,500~6,700 強特用中 5,000~6,000 強！

t 24 cm上22500 -43 000 - C111上35,000 中 厚 5,300~6,400 強特用中小 4,500~5,000 強 ！ 

i 7crn下本 210本 133本 211本 170 雑パルプ 中小厚 4,800~5,500 強特用小 3,500~4,000 強！

！ 
8 CID上本 370本 370本 440本 448 末口 7 cm 
11 CID上1s,oool・ 121,000 長さ 1.8m 

小 厚 2,200~4,500 強大パレ 2,900~3,800 強，

i 3 m 13 crn上26,000 -44,000 -18cm上22,000112'600円／m' 大ウス 4,800~5,500 強中パレ 3,000~4,200 強 i 
I I ll 8 cm上20,000 -40,000 -4cm上24,000 中ウ ス 5,300~6,400 強小パレ 2,800~3,800 強 ！ 

i 24 cm上18500 —叫
} 7crn下本 100本一本 100本一 パリ材

中小ウ ス 4,100~5,700 強ジャミパレ 1,200~1,900 保 i 
! 2 m 8 crn上本 120本一本 120本 ー （松・杉・桧 小ウ ス 3,700~4,700 強変 形 1,300~3,400 保 l

! 
16 crn上12,000 -22,000 -13⑩上 末口 3~ 7 cm) 、ジャミ 700~1,800 保色悪ウス l,000~3,500 翡 t 
3 0 CID上 30cm上

長さ 2.0m 

i 13 cm上29,000 75,000 
どんこ大 5,100~6,300 強色悪パレ 1,500~2,800 翁

! 6 m 18 crn上24000 60 ooo どんこ中 3,500~5,100 強小 粒 OOO~1,200 弱 ！ 
！ 特選 370,000 どんこ小 1,500~3,400 強 スライス 1,000~6,300 強 ！ 

t 足場 lm当たり 70円～160円 本 180円
概要 春子の発生が遅れ、品数が少なく、全般に買気強く格外品を除き、格 ’ 

｝ 杉、桧共に買気鈍く弱保合。
｝ 備考 松材売行良好。

品柄とも価格上昇で推移した。 i 
特に寒子の新物は厚肉、薄肉とも買気活発であった。

i 
！ 

し
！ 

-~--ご-------------------------------------------------------’
こ
の
度
林
業
改
良
指

導
員
と
し
て
松
山
地
方

局
林
業
課
か
ら
赴
任
し

赴

任

の

春
暖
の
候
、
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。さ
て
私
こ
と
、
こ
の

た
び
丹
原
出
張
所
林
業

課
に
転
任
を
命
ぜ
ら
れ
、

四
月

一
日
よ
り
勤
務
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
洲
出
張
所
林
業
課

在
職
中
は
、
公
私
共
に

御
芳
情
を
賜
り
厚
く
御

柳 JI I 倫 利

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

肱
川
町
駐
在
と
し
て
二
年
間
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
間
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ
り

ま
し
た
。
一
番
多
く
教
わ
っ
た
こ
と

は
お
酒
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す

が
、
他
に
も
山
の
こ
と
、
川
の
こ
と

等
々
、
大
変
多
く
の
勉
強
が
で
き
た

こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肱
川
町
の
美
し
い
景
色
、

例
え
ば
春
の
丸
山
公
園
、
木
々
の
新

緑
、
肱
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
広
大
な
鹿

拶
や
な
が
わ
み
ち
と
し

て
参
り
ま
し
た
柳
川
倫
利
と
申
し
ま

す。
林
業
と
か
か
わ
り
合
い
を
持
つ
よ

挨

転

任

の

挨

拶

野
川
湖
な
ど
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
の
は
、
残
念
で
な
り
ま
せ

ん。
し
か
し
、
今
後
は
、
肱
川
町
で
学

ん
だ
こ
と
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
新

し
い
赴
任
地
で
も
精
い
っ
ぱ
い
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

さ
て
、
私
の
後
任
に
は
頭
脳
明
晰

の
柳
川
技
師
と
い
う
こ
と
で
、
肱
川

町
の
風
お
こ
し
の
た
め
大
い
に
貢
献

す
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
様

大
い
に
期
待
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

林

業

改

良

指

導

員

真

木

賢

二

う
に
な
っ
て
四
年
目
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
ピ
カ
ピ
カ
の
四
年
生
の
私
に
と
っ

て
県
内
有
数
の
林
業
地
で
あ
る
肱
川

町
で
働
く
事
に
大
変
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
着
任
よ
り
鹿
野
川
公
園
の
桜

に
代
表
さ
れ
る
肱
川
町
の
美
し
さ
に

圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
う
い
う
美
し
さ
の
裏
に

は
木
を
植
え
育
て
た
多
く
の
先
輩
方

の
地
道
な
努
力
の
お
か
げ
と
肝
に
命

じ
私
も
地
道
に
活
動
し
て
い
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

何
事
も
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
と
申

し
ま
す
。
不
器
用
な
私
で
す
が
三
年

前
に
就
職
し
た
と
き
の
気
持
ち
を
大

切
に
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ト
ン
ネ
ル
・
夏
秋
型
き
ゅ
う
リ
の
初
期

管
理定
植
の
二
十
日
前
に
は
、
元
肥
（
表

l
)
を
施
し
、
畦
幅
は
三
百

Cm
を
標
準

に
畦
立
て
し
ま
す
。
降
雨
後
の
耕
う
ん
、

畦
立
て
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
ト
ソ
ネ
ル
型
き
ゅ
う
り
の
定

植
時
期
で
す
。
定
植
七

t
十
日
前
ま
で

に
マ
ル
チ
を
張
り
、
ト
ソ
ネ
ル
掛
け
を

行
っ
て
地
温
十
五
℃
以
上
を
確
保
し
て

お
き
ま
す
。

定
植
適
期
の
葉
齢
は
本
薬
三
・
五
枚

位
の
若
苗
で
、
老
化
さ
せ
る
と
活
着
が

悪
く
生
育
不
良
と
な
り
易
い
為
、
定
植

は
遅
れ
な
い
よ
う
に
行
い
ま
す
。
定
植

の
際
注
意
す
る
点
は
次
の
三
点
で
す
。

①
畦
や
植
え
穴
は
、
事
前
に
十
分
湿
ら

せ
て
お
く
。

"
②
鉢
苗
に
も
前
も
っ
て
濯
水
と
液
肥
の

濯
注
を
す
る
。

③
定
植
は
鉢
根
を
切
ら
な
い
よ
う
に
丁

寧
に
苗
を
扱
い
、
鉢
土
が
見
え
る
程
度

の
浅
植
え
に
す
る
。

ま
た
定
植
後
の
初
期
管
理
は
き
ゅ
う

り
の
収
量
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
特

に
本
葉
七
｛
八
枚
ま
で
は
水
不
足
に
し

な
い
よ
う
晴
天
日
の
午
前
中
に
細
め
な

灌
水
を
行
っ
て
伸
び
伸
び
と
し
た
茎
葉

に
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
（
仮
支

柱
の
倒
伏
防
止
も
大
切
）

ト
ソ
ネ
ル
栽
培
で
は
入
晩
霜
の
恐
れ

が
な
く
な
る
ま
で
約
二
十
日
程
ト
ソ
ネ

ル
を
行
い
ま
す
が
、
日
中
温
度
は
二
十

七

t
三
十
℃
を
目
安
に
換
気
し
、
最
低

温
度
十
四
℃
以
上
に
保
温
し
ま
す
。
そ

の
後
外
気
に
少
し
ず
つ
馴
ら
し
て
ト
ソ

ネ
ル
を
除
去
し
、
早
目
に
ネ
ッ
ト
ヘ
誘

引
し
ま
す
。

そ
の
後
は
葉
の
大
き
さ
や
天
候
を
見

な
が
ら
初
期
の
着
果
位
置
や
側
枝
の
利

めに注表l夏秋ぎゅうり元肥(kg/10a)
て鶏百
い糞 I

サンライム 1 4 0 
ま． p 鶏糞 5 0 0 
せ油 l 油 かす 1 0 0 
んかk
°す成
PM-401  40  

は分 IB. S 222 1 8 0 
含量 N-P-KI21.6-29.6-21.6 

用
位
置
を
決
め
ま

す
。
生
育
が
弱
い

場
合
は
着
果
や
側

枝
の
利
用
を
遅
ら

せ
る
よ
う
に
し
て

樹
勢
を
調
整
し
ま

す。
ぎ
ゅ
う
り
は
水

で
育
て
る
こ
と
を

念
頭
に
、
よ
く
観

察
し
早
目
な
対
応

を
努
め
ま
し
ょ
う
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
技
師
萩
原
佳
津

一
水

稲

一

病
害
虫
に
強
い
根
づ
く
り
法

五
年
産
水
稲
は
、
天
候
不
順
に
よ
り

イ
モ
チ
病
を
中
心
に
病
害
虫
が
多
発
し
、

収
量
・
品
質
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

六
年
産
に
お
い
て
は
昨
年
の
反
省
を
ふ

ま
え
て
、
農
薬
に
頼
ら
ず
病
害
虫
に
強

い
稲
づ
く
り
を
し
た
い
も
の
で
す
。
今

回
は
水
稲
作
を
始
め
る
前
に
ぜ
ひ
頭
に

入
れ
て
お
い
て
ほ
し
い
病
害
虫
対
策
法

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一

、

育

苗

種
も
み
に
は
バ
カ
苗
病
菌
な
ど
各
種

の
病
原
菌
が
寄
生
し
て
い
る
の
で
、
塩

水
選
や
種
子
消
毒
を
徹
底
し
ま
す
。
ま

た
、
簿
播
き
に
よ
り
箱
内
の
現
境
を
良

く
し
て
苗
立
枯
病
や
バ
カ
苗
病
を
防
ぎ

ま
す
。
高
温
多
湿
に
な
る
と
病
気
が
発

生
し
ま
す
。

二

、

移

植

疎
植
で
一
株
当
た
り
三
ー
四
本
植
え

と
し
て
、
株
元
の
環
境
を
よ
く
し
ま
す
。

密
植
に
す
る
と
イ
モ
チ
病
や
紋
枯
病
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
補
植
苗
の

除
去
が
遅
れ
る
と
イ
モ
チ
病
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

三

、

施

肥

0

ク

リ

一
、
接
木
後
の
管
理

接
木
の
成
功
の
カ
ギ
は
、
接
木
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
接
木
後
の
管
理

が
大
切
で
す
。
発
芽
直
後
の
新
梢
は
ケ

ム
シ
や
ゾ
ウ
ム
シ
等
に
食
害
を
受
け
た

り
、
せ
っ
か
く
活
着
し
た
新
梢
が
枝
折

れ
し
た
り
、
芽
か
ぎ
が
遅
れ
て
生
育
不

良
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
接
木
後

は
定
期
的
に
巡
回
し
、
病
害
防
除
や
支

柱
誘
引
、
芽
か
ぎ
等
を
入
念
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

0
追
肥
（
花
肥
）

発
芽
ー
展
葉
ー
新
梢
伸
長
の
状
態
を

よ
く
観
察
し
、
葉
色
が
淡
か
っ
た
り
、

伸
長
が
悪
い
樹
や
ク
リ
タ
マ
バ
チ
被
害

樹
に
対
し
て
は
速
効
性
の
窒
素
肥
料

（
硫
安
1
0
a
当
り

20
槌
）
を
施
用
し
、
樹

勢
の
回
復
を
図
り
ま
す
。

弓
達
隆

肥
料
の
施
用
量
を
ひ
か
え
ま
す
。
特

に
、
基
肥
を
入
れ
す
ぎ
る
と
葉
色
が
濃

く
過
繁
茂
と
な
り
、
イ
モ
チ
病
・
紋
枯

病

・
ウ
ン
カ
類
・
食
菓
性
害
虫
な
ど
あ

ら
ゆ
る
病
害
虫
の
発
生
要
因
に
な
り
ま

す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
食
べ
物
の
好
き
嫌
い

が
あ
る
よ
う
に
、
病
害
虫
に
も
食
べ
物

の
好
み
が
あ
り
ま
す
。
多
肥
密
植
栽
培

の
稲
は
病
害
虫
の
大
好
物
で
す
。

四
、
水
管
理

間
断
灌
水
、
中
干
し
を
実
施
し
て
根

の
活
力
維
持
を
図
り
、
カ
リ
や
ケ
イ
酸

の
吸
収
力
を
高
め
て
病
害
虫
の
抵
抗
性

を
高
め
ま
す
。

五

、

除

草

斑
点
米
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
出
穂

ま
で
に
カ
メ
ム
シ
の
生
息
地
に
な
っ
て

い
る
水
田
周
辺
の
畦
畔
や
休
耕
地
な
ど

の
雑
草
を
刈
り
取
っ
て
お
き
ま
す
。

六

、

耕

起

水
稲
収
穫
後
、
早
め
に
荒
耕
し
す
る

こ
と
で
養
分
吸
収
が
良
く
な
り
、
ま
た
、

雑
草
の
発
生
を
抑
え
ま
す
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
技
師

〔
イ
タ
リ
ア
ン

・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

・
イ

チ
ビ
〕長
期
予
報
に
よ
る
と
、
五
月
は
気
温

が
平
年
よ
り
低
く
、
降
水
量
は
、
平
年

並
み
だ
そ
う
で
す
。

イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
、
穂
ば

ら
み
期
か
ら
出
穂
期
に
か
け
て
可
消
化

養
分
量
が
多
く
、
刈
り
取
り
の
適
期
で

す
。
普
通
栽
培
の
出
穂
期
は
、
お
お
む

ね
早
生
種
で
五
月
上
旬
、
晩
生
種
で
五

月
中
旬
頃
と
な
り
ま
す
。
刈
り
取
り
時

期
は
、
利
用
目
的
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
七

Ocm
以
上
で
倒
伏
し
な
い
う
ち

に
刈
り
取
り
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
多
収
で
、

サ
イ
レ
ー
ジ
発
酵
品
質
も
よ
く
家
畜
が

好
み
栄
養
価
も
高
く
特
に
蛋
白
質
の
含

量
が
高
い
。
サ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

次
回
に
書
く
こ
と
に
し
ま
す
。

話
は
変
わ
っ
て
、
ト
ウ
ロ
モ
コ
シ
の

は
種
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
で
し
ょ
う

か
。
昨
年
の
教
訓
を
生
か
し
、
各
自
の

栽
培
計
画
に
そ
っ
て
、
作
業
を
し
て
下

さ
い
。
特
に
圃
場
の
排
水
は
、
し
っ
か

り
し
と
い
て
下
さ
い
。

ま
た
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
時
期
に
な

る
と
、
強
害
雑
草
「
イ
チ
ビ
」
が
問
題
と

な
り
ま
す
。

「
イ
チ
ビ
」

の
種
子
は
、
飼

料
、
堆
肥
の
中
に
も
含
ま
れ
、
土
の
中

で
も
か
な
り
長
く
生
き
て
い
ま
す
。
防

除
方
法
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
知
っ
て

の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
確
認
の
為

に
書
い
て
お
き
ま
す
。

防
除
は
、
生
育
期

一
発
処
理
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
イ
チ
ビ
が
三
？
四
薬
期

に
、
ゲ
ザ
プ
リ
ム
フ
ロ
ア
プ
ル
ニ

0
0

cc／
反
と
バ
サ
グ
ラ
ソ
液
剤
一
五

O
c
c
/

反
を
混
合
し
た
も
の
か
、
バ
サ
グ
ラ
ソ

液
剤
一
五

O
c
c
／
反
だ
け
の
液
を
散
布

し
て
下
さ
い
。

今
年
度
も
、
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
峰
下
寿
樹

5
月
2
日
（
月
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
6
日
（
金
）
中
津
方
面

5
月
7
日
（
土
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
10
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

5
月
11
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
12
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
17
日
（
火
）
宇
和
J
北
方
面

5
月
18
日
（
水
）
中
津
方
面

5
月
19
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
24
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

5
月
25
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
26
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
30
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
醤
油
配
達
予
定

L
P
G
配
達
予
定
表

5
月
2
日
（
月
）
大
屋
敷

・
大
平

5
月
6
日
（
金
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪

・
中
野

5

月
7

日
（
土
）
藤
野
原
•
町

5
月
10
日
（
火
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

5
月
12
日
（
木
）
久
保

5
月
14
日
（
土
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

・

月
野
尾
・
京
造

5
月
16
日
（
月
）
広
常

・
影
地

5
月
18
日
（
水
）
中
津

・
小
倉

5
月
20
日
（
金
）
森
・
肱
栄

・
硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
汗
生

5
月
23
日
（
月
）
白
石

・
下
小
藪
．

中
小
藪

5
月
25
日
（
水
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

．
道
野
尾
・
赤
岩

5
月
27
日
（
金
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

5
月
30
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

5
月
13
日
（
金
）
岩
谷

・
小
藪
方
面

5
月
20
日
（
金
）
宇
和
J
方
面



⑬。4。領） 一 鯛器瘍 (20)

--------・ 一・ •.... ー9 一＝ 

ー：~,,~1
0社会教育課

0公民館

0歴史民俗資料館

●
地
区
の
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
生

活
し
て
い
く
た
め
の
対
策
を
講
ず

2
地
区
座
談
会
、
生
涯
教
育

研
究
大
会
の
開
催

各
種
学
級
（教
室
）
の
開
設

•
生
涯
学
習
の
重
要
性
が叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
変
化
す
る
社
会

に
適
応
で
き
る
学
習
の
場
の
提
供
と
啓
発
活
動
を
行
う
。

●
行
政
部
局
と

の
連
け
い
に
よ
り
分
館
（

地
区
）
を
核
と
し
た
組
織

活
動
の
推
進
を
図
る
。

●
グ
ル

ー
プ
活
動
の
充
実
と
推
進
。

●
歴
史
民
俗
資
料
の
展
示
公
開
。

0

主
な
実
施
事
項

•
お
四
国
学
級
、
明
老
大
学
、
ぽ
か

し
教
室
、
草
木
染
教
室
等
、
高
齢

者
、
女
性
の
学
習
機
会
の
充
実
を

図
り
、
次
代
を
担
う
青
年
の
た
め

の
青
年
学
級
の
開
設
、
国
際
化
に

伴
う
英
会
話
教
室
等
を
新
設
す
る
。

ま
た
、
生
産
学
習
等
生
活
に
密
着

し
た
活
動
を
行
政
部
局
、
経
済
団

体
と
連
け
い

し
な
が
ら
実
施
す
る
。

t
l
,
 媛
J

し
(
)
、
?
！ ／ 

゜編集•発行

肱川町公民館
ff (0893) 34-2307 

手さばきみごとに「明老大学」

•

カ
ラ
岩
谷
遺
跡
周
辺
の
調

査
の
た
め
の
基
礎
調
査
の

実
施
。

5

文
化
財
の
保
護
及
び

調
査
の
実
施

町の宝として「大谷文楽の伝承」

6

歴
史
民
俗
資
料
館
の
内
容

充
実

3
 

心
を
開
く
人
権

•
生
涯
教
育
を
す
す
め
る
上
で
ど
の

よ
う
に
役
職
員
は
考
え
、
対
処
す

べ
き
か
、
討
論
の
場
づ
く
り
と

し

て
生
涯
教
育
研
究
大
会
を
開
催
す

る。同
和
教
育
の
推
進

•
第
五
回
熱
き
風

集
会
の
実
施

全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
の
集
会
を
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
充
実
し
継
続
で
き

る
よ
う
組
織
運
営
の
強
化
を
図
る
。

●
同
和
地
区
内
の
学
習
会
、
交
流
事

業
の
実
施
（
子
供
会
、
高
校
生
奨

学
生
大
会
参
加
及
び
県
外
交
流
会
、

女
性
学
習
会
）

る
話
し
合
い
の
場
と
し
て
地
区
単

位
で
座
談
会
を
開
催
す
る
。

図
書
活
動

●
学
校
及
び
企
業
、
団
体
へ
の
巡
回

図
書
や
幼
児
対
象
の
お
は
な
し
文

庫
の
配
本。

●
一
般
か
ら
の
要
望

の
多
い
新
刊
図

書
、
専
門
書
等
コ

ー
ナ
ー
の
充
実

を
図
る
。●

県
指
定
無
形
文
化
財
の
大

谷
文
楽
及
び
鎮
縄
神
楽
の

保
存
の
た
め
の
事
業
の
実

施
及
び
後
継
者
の
育
成
。

●
風
の
博
物
館
と
の
連
け
い
及
び
特

別
展
の

実
施
に
よ
り
内
容
の
充
実

を
図
る
。

4
 

若者の旅立ち「成人式」
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増

心なごむ「花いっぱい運動」

●
グ
ル

ー
プ
を
中
心
と
し
た
花
い
っ

ば
い
運
動
の
展
開
。

●
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
分
館

主
導
の
、
町
内
主
要
道
路
及
び
施

設
を
中
心
に
し
た
花
い
っ
ぱ
い
運

動
の
展
開
。

7
 
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
展
開

•

出
か
け
る
公
民
館
を
め
ざ
し
て
分

館
訪
問
の
実
施
。

●
肱
流
苑
に
訪
れ
る
お
と
し
よ
り
の

た
め
の
視
聴
覚
活
動
を
展
開
す
る
。

9

そ

の

他

●
分
館
単
位
の
ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ
ブ
の

育
成
。

8
 
社
会
体
育
の
振
興

●
軽
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
。

●
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
内
容
充
実
。

●
体
育
施
設
の
整
備
充
実
。

●
行
政
部
局
と
の
連
け
い
を
図
り
な

が
ら
、
健
康
増
進
に
つ
い
て
の
活

動
を
展
開
す
る
た
め
の
職
員
研
修

を
定
期
的
に
開
催
す
る
。

町民の和「運動会」

豊かな心を「文化講演会」

創
造
的
な
施
策
を
次
々
と

打
出
し
て
、
抜
群
の
村
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
る
福
島
県

の
泉
崎
村
は
、
全
国
で
も
例

の
な
い
文
化
人
招
聘
条
例
を

定
め
て
、
そ
の
た
め
の
色
々

な
条
件
を
整
え
て
い
る
。

文
化
人
を
定
住
者
と
し
て

迎
え
、
生
涯
学
習
や
そ
の
他

の
文
化
活
動
の
指
導
を
し
て

貰
お
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
村
は
、
五
年
前
か
ら
中

学
―
―
―
年
生
を
全
員
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
小
さ
い
町
（
十
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
）
に
行
か
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
内
外
を
問
わ
ず
、
人

を
人
的
資
源
と
し
て
大
事
に
考
え
て
い

る
村
に
惹
か
れ
て
、
住
み
た
い
人
も
急

激
に
増
え
始
め
、
人
口
五
千
人
が
七
千

人
に
な
っ
た
と
い
う
。

肱
川
町
で
も
、

三
月
か
ら
、
小
藪
に
、

イ
ギ
リ
ス
人
の
バ
ソ
ト
ッ
ク
先
生
ご
夫

妻
が
定
住
さ
れ
て
い
る
。

定
年
ま
で
十
年
も
あ
る
大
学
教
授
の

職
を
離
れ
て
、
肱
川
町
で
著
述
活
動
に

専
念
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

著
述
活
動
の
か
た
わ
ら
、
町
嘱
託
の
社

会
教
育
指
導
員
と
し
て
、
風
お
こ
し
に

も
一
役
買
っ
て
貰
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る。
明
治
の
頃
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ソ
（
小
泉
八
雲
）
の
よ
う
に
、
ギ
ャ
ビ
ソ
・

バ
ソ
ト
ッ
ク
の
名
が
あ
が
れ
ば
、
肱
川

町
の
名
も
あ
が
る
。

泉
崎
村
程
に
は
い
か
な
い
に
し
て
も
、

人
が
人
を
呼
ん
で
新
し
い
文
化
の
風
が

吹
き
、
こ
の
町
が
一
味
違
っ
た
町
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

［ファインダー履馴
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！校長
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0

中
野
小
学
校

謡麟 (22)

i教諭

i 大和田和敏 i L---------------------------

町

内

教

職

員

の

巽

動

春
は
、
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

町
内
の
小
中
学
校
で
も
十
六
人
の
先
生
が
転
出
又
は
、
ご
勇
退
さ
れ
、
十
四
人
の
先

生
が
転
入
等
に
よ
り
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

転
出
さ
れ
ま
し
た
先
生
方
に
は
公
民
館
事
業
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

新
た
に
転
入
さ
れ
ま
し
た
先
生
方
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
点
が
多
い
事
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

0

生
年
月
日

S
1
0
.
6
.
1
8
 

0

前

任

校

保
内
町
立
磯
崎
小
学
校

0

趣
味
•
特
技

読
書
・
旅
行

0

ひ
と
こ
と

昭
和

55
年
度
ま
で
4
年
間
肱
中
勤
務

以
来
の
地
元
で
す
。
地
域
と
共
に

歩

む
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

0

生
年
月
日

S
1
9
.
3
.
2
6
 

0

前

任

校

肱
川
町
立
岩
谷
小
学
校

〇
趣
味
•

特
技

読
書
・
卓
球
・
珠
算

0

ひ
と
こ
と

町
内
異
動
で
す
。
と
に
か
く
元
気
で

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

i教諭
＇ ， 
， 
， 
' '  i 士居清子 i'---------------------------" 

0

生
年
月
日

s
3
8
.
4
.
6
 

0

前

任

校

長
浜
町
立
櫛
生
小
学
校

〇
趣
味
•
特
技

ド
ラ
イ
ブ
・
ツ
ー
リ
ソ
グ

0

ひ
と
こ
と

肱
川
を
上
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

0

生
年
月
日

S
1
3
.
2
.
1
8
 

0

前

任

校

伊
方
町
立
有
寿
来
小
学
校

〇
趣
味
•
特
技

囲
碁
・
犬
と
散
歩

0

ひ
と
こ
と

ゆ
っ
く
り
、
し
っ
か
り
が
ん
ば
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

, 9 

；校長

／佐川虔二[

0

正
山
小
学
校

教

翌
口月IJ

教

翌
;:iHIJ 

0

転

出

校

長

天渡正中退池等
神辺山野 田
小小職
へへ恭 重
靖子雄

9

9

9

9

9

9

9

,

J

 
り一

ど
~
み
i

頭
内
教
樋

9

9

9

9

9

9

9

9

,

L

 

0

大
谷
小
学
校

0

転
出
等

教

頭

西

山

章

弥

戒
川
小
学
校
校
長

0

生
年
月
日

s
3
3
.
5
.
5
 

0

前

任

校

肱
川
町
立
中
野
小
学
校

〇
趣
味
•
特
技

育
児
・
レ
コ
ー
ド
鑑
賞

0

ひ
と
こ
と

町
内
異
動
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
肱
川
町
大
好

き
で
す
。

0

転
出
等

校

長

小

林

伊

佐

雄

肱
川
中
学
校
へ

向
井
万
寿
子

河
辺
小
ヘ

橋

本

久

美

喜
多
小
ヘ

教 教

ニノら
甜lL 命叩―-=" 

0

生
年
月
日

s
3
3
.
1
1
.
2
 

0

前

任

校

城
川
町
立
土
居
小
学
校

〇
趣
味
•
特
技

花
を
育
て
た
り
飾
っ
た
り
す
る
こ
と
。

0

ひ
と
こ
と

肱
川
は
初
め
て
で
す
が
、
亡
祖
母
の

郷
で
あ
り
、
縁
を
惑
じ
て
お
り
ま
す
。

i教諭

｛ 土居佐知子 i L---------------------------J 

L ←--，教諭
； 中野恭子；
L - --- - - - - - -- - - - -- -- - - - - -- -- -J 

0

生
年
月
日

S
2
5
.
1
0
.
2
5
 

0

前

任

校

内
子
町
立
程
内
小
学
校

〇
趣
味
•
特
技

ス
ポ

ー

ツ
・
詩
舞

0

ひ
と
こ
と

自
然
い
っ
ば
い
の
肱
川
町
で
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
幸
せ
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
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！教頭

： 目崎廣壽 ； 
し—- - - -- - - - - - -- - -- - - - -- - -- - --」

0

予
子
林
小
学
校

〇
転
出
等

教

頭

上

田

静

子

長
田
小
ヘ

土

居

清

子

中
野
小
ヘ

荒
井
真
理
子

退

職

教

命
血―
――
-n 

教

命
5

二
1-P

0

生
年
月
日

s
3
4
.
5
.
2
0
 

0

前

任

校

内
子
町
立
内
子
小
学
校

〇
趣
味
•
特
技

手
芸
•
読
書
・
草
ひ
き
。

0

ひ
と

こ
と

主
人
と
バ
ト
ソ
タ
ッ
チ
。
肱
川
町
を

第
二
の
故
里
と
思
い
勤
め
ま
す
。

：校長

i 小林伊佐雄 i 
し—- - - -- -- - - - -- - - - - ----- - - - --」

；教 諭

i伊賀上純 ； 
し—- - - - - -- - -- - - - - - - -- -- - -- ---」

0

転
出
等

校

長

佐

川

敬

退

職

：専門員

：福積秀樹 i c..........................., 

0

肱
川
中
学
校

0

転
出
等

教

頭

金

井

碩
長
浜
小
ヘ

鰤鴫

0

岩
谷
小
学
校

：教 諭 ： 

； 渡辺みどり ！ 
し—- - - - - -- -- - -- - - - - -- - - - -- - --」

0

生
年
月
日

S
2
5
.
3
.
3
1
 

0

前

任

校

大
洲
市
立
喜
多
小
学
校

〇
趣
味
•
特
技

ス
ポ
ー
ツ
・
つ
り

0

ひ
と

こ
と

自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
い
こ
の
肱
川

町
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
幸
せ
に
思
っ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。

0

生
年
月
日

S
1
0
.
8
.
2
1
 

0

前

任

校

肱
川
町
立
正
山
小
学
校

0

趣
味
•
特
技

蜜
蜂
飼
育
・
一
輪
車
に
乗
れ
る
。

0

ひ
と
こ
と

―
―
十
四
年
ぶ
り
、
二
度
目
の
肱
川
中

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

0

生
年
月
日

s
3
2
.
7
.
8
 

0

前

任

校

長
浜
町
立
長
浜
中
学
校

〇
趣
味
•
特
技

マ
ラ
ソ
ソ

0

ひ
と
こ
と

鹿
野
川
湖
を
一
周
す
る
ラ
ソ
ニ
ソ
グ

コ
ー
ス
は
変
化
に
富
ん
で
最
高
で
す
。

0

生
年
月
日

s
4
2
.
4
.
1
2
 

0
前

任

校

大
洲
市
立
喜
多
小
学
校

〇
趣
味
•
特
技

ス
キ
ー
・
車

0

ひ
と

こ
と

肱
川
町
で
骨
を
う
ず
め
る
気
で
が
ん

ば
り
ま
す
。

0

生
年
月
日

S
2
7
.
8
.
1
 

0
前

任

校

大
洲
市
立
大
洲
南
中
学
校

〇
趣
味
•
特
技

音
楽

0

ひ
と
こ
と

意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
当
町

に
来
れ
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

：教 諭 ！ 
： 福岡真一：
し —- - - - - -- - -- - - - - - - -- -- - -- ---」

0

生
年
月
日

s
4
4
.
2
.
1
2
 

0

前

任

校

宇
和
島
市
立
宇
和
海
中
学
校

0

趣
味
•
特
技

音
楽
・
映
画
鑑
賞
・
読
書

0

ひ
と
こ
と

未
熟
者
で
す
が
、
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

i教諭

； 山崎和恵 i•------------ ---- -----------' 

』會▲
一＼
 

公

民

館

職

員

異

動

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

主

任

教

諭

教

諭

教

諭

笹

木

聖

児

大
瀬
中
へ

亀

田

佳

典

河
辺
中
へ

宇
都
宮
要
久

松
山
市
立
勝
山
中
へ

重

岡

文

夫

長
浜
小
ヘ
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風の博物館で

福
引
と
言
え
ば
、
年
末

大
売
出
し
等
で
買
物
を
す

れ
ば
、
何
百
円
か
に
一
枚

の
抽
せ
ん
補
助
券
を
貰
い
、

そ
れ
が
何
枚
か
集
ま
れ
ば

抽
せ
ん
出
来
る
仕
組
と
、

一
定
金
額
の
買
物
な
ら
す
ぐ
抽
せ
ん
出

来
る
仕
組
が
あ
り
、
「
よ
く
空
く
じ
な

し
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
末
等
（
大
体

五
等
）
は
た
い
て
い
タ
ワ
シ
か
ラ
ー
メ

ソ
か
百
円
程
度
の
も
の
が
多
い
。

そ
の
福
引
で
私
も
末
等
で
あ
っ
た
が
、

あ
ん
た
も
末
等
で
あ
っ
た
か
と
二
人
が

．．．． 

に
が
笑
い
し
た
事
を
詠
ん
だ
の
が
、
表

記
の
句
で
あ
る
。

こ
の
句
で
最
も
大
事
な
「
文
字
」
は

．
．
 

「
あ
ん
た
も
」
の
「
も
」
で
あ
る
。
こ

間抑入岡 (10)
～つりはし川柳会～

例の映画会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ん
ご

の
「
も
」
が
な
い
と
、
私
は
三
等
か
四

等
か
で
あ
っ
た
が
、
あ
ん
た
は
末
等
か

．．．．． 

と
相
手
を
あ
ざ
笑
っ
た
句
に
な
っ
て
し

ま
う
。
こ
の
「
も
」
が
あ
る
の
で
、
お

互
が
く
じ
運
の
悪
さ
を
認
め
あ
っ
て
い

る
姿
、
な
ご
や
か
さ
が
生
ま
れ
、
く
じ

引
き
の
場
の
様
子
も
あ
ざ
や
か
に
表
現

さ
れ
、
読
む
者
に
も
そ
の
状
景
が
よ
く

わ
か
る
句
と
な
っ
て
い
る
。
川
柳
で
は

こ
の
よ
う
に
、
た
っ
た
―
つ
の
文
字
で
、

句
が
生
き
て
来
る
と
言
う
事
が
多
く
あ

る
。句

は
た
だ
作
り
っ
ば
な
し
に
し
な
い

で
よ
く
吟
味
し
て
、
自
分
が
言
お
う
と

し
て
い
る
事
が
、
充
分
に
表
れ
る
よ
う

に
す
る
事
が
大
切
だ
。

た
だ
こ
の
句
は
中
八
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
「
あ
ん
た
も
タ
ワ
シ
」
の
様
に

中
七
に
し
た
か
っ
た
。

町
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
「
さ
く
ら
」

の
上
映
会
が
三
月
二
十
九
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
神
山
征
二
郎
監
督
と
主
演
女
優
の
田
中

好
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ミ
ニ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
記
念
植
樹
な
ど
実
施
し
ま
し
た
。
主
催

者
の
肱
川
凡
人
未
来
塾
の
み
な
さ
ん
青

年
団
の
み
な
さ
ん
、
そ
の
他
ご
協
力

苦
労
様
で
し
た
。

福
引
の
あ
ん
た
も

ラ
ー
メ
ン
か
と
笑
う

主
催
者
を
代
表
し
て
、
凡
人
未
来
塾

の
山
内
さ
ん
か
ら
感
想
が
届
き
ま
し
た

の
で
掲
載
し
ま
す
。

今
年
の
さ
く
ら
は
、
一
足
早
く
風
の

博
物
館
で
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
な
ん
て
き
れ
い
な
の

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
シ
プ
さ
：
・
・
:

今
回
の
映
画
会
で
、
た
ま
た
ま
付
き
人

の
仕
事
に
つ
き
ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
味

わ
え
な
い
、
新
鮮
な
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
や
映
画
で

一
方
的
に
見

る
だ
け
の
人
が
、
目
の
前
に
い
て
私
の

話
に
答
え
て
い
る

I
|
I始
ま
る
ま
で

は
ど
ん
な
方
な
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
で

た
ま
ら
ず
担
当
者
と
し
て
は
、
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
、
い
ざ
始
ま
っ
て
み
る
と
、

気
さ
く
な
あ
た
た
か
い
人
柄
に
救
わ
れ

た
思
い
で
し
た
。
自
分
と
は
全
く
違
う

世
界
で
生
き
て
い
る
人
と
ふ
れ
あ
い
、

お 知 ら せ

平成 6年社会体育活動

活動項目 内 容

5 /15 ・スポレク'94八幡浜地方大会

第15回
(H6.9.20三瓶町）予選。

クロッケー大会 ・肱川中学校運動場で開催。

5/22 ・スポレク'94八幡浜地方大会
（予備日 5/29) (H6.9.20三瓶町）予選。催
グラソドゴルフ ．肱川中学校運動場で開 。

大会
少年ソフトボー •町民運動場で開催。
ル大会 （小学校3年～6年対象）

歴史民俗資料館

国

[二
、
`
'
‘
,
‘
~

旧

は
1
1
1厄

5

5

 

楽

展
神

面

能

能

展示会名 会 期

や
さ
し
さ
や
心
づ
か
い
を
い
た
だ
け
た

こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
い
っ
し
ょ

に
過
ご
し
た
時
間
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

し
た
が
、
次
の
朝
空
港
で
お
別
れ
す
る

と
き
の
名
残
惜
し
か
っ
た
こ
と
：
・
・
・
・
飛

行
機
に
乗
り
込
む
直
叩
に
小
さ
な
窓
か

ら
再
び
手
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
姿
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
総
勢
四
十
人
の
ス
タ
ッ

フ
は
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

こ
の
映
画

会
が
な
け
れ
ば
こ
れ
だ
け
の
人
が
集
ま
っ

て
成
功
を
喜
び
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
し
、
話
す
こ
と
さ
え
も
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
勢
で
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
い
く
醍
醐
味
を
久
し
ぶ

り
に
味
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

映
画
終
了
後
の
反
省
慰
労
会
に
は
、
監

督
さ
ん
•
田
中
さ
ん
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

さ
ん
の
飛
び
入
り
も
あ
り
、
最
高
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
に

’’ ・ヽ

と
っ
て
、
映
画
の
内
容
以
外
に
も
大
い

に
心
に
残
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
っ

た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
工

ネ
ル
ギ
ー
を
、
ま
た
何
か
で
使
え
る
と

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

凡

人

未

来

塾

山

内

美
保
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「
も
う
今
は
、
は
ー
る
で
す
ね
え
」

｝
と
歌
い
た
く
な
る
今
日
こ
の
頃
。

心
の
方
も
陽
気
に
な
り
が
ち
な
、
去

年
の
四
月
に
入
り
ま
し
た
下
石
綾
で

す。
私
が
役
場
に
勤
め
て
か
ら
、
早
く

も
一
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
の
四
月
一
日
、
「
先
輩
に
な
っ

た
ね
」
と
言
わ
れ
た
と
き
、
思
わ
ず

ド
キ
ッ
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

ま
で
は
、
一
年
目
だ
か
ら
と
い
う
安

易
な
気
持
ち
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

し
た
。
失
敗
し
て
も
分
か
ら
な
く
て

も
当
然
、
こ
の
こ
と
に
あ
ま
え
て
い

下石 綾

別
れ
の
な
み
だ
よ
り

出
会
い
の
笑
顔
が
素
敵
で
す
。

ホ
ラ
あ
な
た
の
そ
ば
に
も

ひ
と
り
こ
と

た
私
の
心
を
そ
の
言
葉
は
ひ
き
し
め

て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
。
目

の
前
に
茨
の
道
が
見
え
て
き
そ
う
で

す
。
あ
り
き
た
り
で
す
が
、
自
分
な

り
に
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
の
ス
ト
レ
ス
解
消
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
友
人
と
お
い
し
い
物
を

食
べ
る
こ
と
で
す
。
週
に
一
、
二
回

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
本
当
に
楽
し
く

参
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と

の
ふ
れ
合
い
の
場
と
し
て
も
最
高
で

す
。
（
去
年
出
来
な
か
っ
た
事
を
今

年
こ
そ
は
と
思
っ
て
い
ま
す
が
：．．．
．o
）

こ
れ
か
ら
、
多
く
の
方
々
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

一
年
一
年
、
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＂ 

多
日
牙
面
打
よ
り
J

--
三
月
十
三
日
（
日
）
と
ニ

十
七
日
（
日
）
は
、
芸
能
発

表
会
で
し
た
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す

る
か
で
も
め
ま
し
た
が
、

み
ん
な
で
笛
を
吹
く
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
た
っ

笛
の
調
達
か
ら
始
ま
り
、

曲
決
め
、
ど
ん
な
曲
を
演

奏
す
る
か
で
悩
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。

一
回
目
の
発
表
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
で

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
回
目
の

発
表
の
日
、
二
十
七
日
は
お
客
様
方
に

か
な
り
ウ
ケ
て
、
ア
ソ
コ
ー
ル
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

当
日
の
都
合
が
あ
り
少
人
数
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が
―
つ
に

な
っ
て
何
か
を
や
り
と
げ
る
こ
と
が
で

き
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

次
は
あ
な
た
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

13 :・-------------------------------------------------------------―’ 
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「さくら」上映会

三
月
二
十
九
日
（
火
）
は
、

劇
映
画
「
さ
く
ら
」
の
上

映
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
夜
遅
く
ま
で
の

打
合
せ
、
当
日
は
朝
早
く

か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
ス
タ
ッ

フ
の
み
な
さ
ん
お
つ
か
れ

様
で
し
た
。

こ
の
日
は
、

「
さ
く
ら
」

の
監
督
さ
ん
や
主
油
女
優

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
緊
張
も

あ
り
、
終
っ
た
時
は
か
な

り
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

「
さ
く
ら
」
は
、
凡
人
未

来
塾
と
青
年
団
の
合
同
主

催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

各
団
体
の
枠
を
超
え
た
交

流
が
で
き
ま
し
た
。

弱
輩
者
の
集
ま
り
の
青

年
団
で
す
の
で
、
凡
人
未

29
日
に
つ
い
て

「
さ
く
ら
」

来
塾
の
み
な
さ
ん
に
は
、
か

な
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
成
長
し
て
い
ぎ
つ
つ
あ

る
私
た
ち
青
年
団
を
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

ー
す
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し

た
。
心
か
ら
、
あ
り
が
と
う

i

ご
ざ
い
ま
し
た
。

“

芸
能
発
表
会
に
し
ろ
、

＿
「
さ
く
ら
」
上
映
会
に

し
ろ、

人
数
に
関
係
な
く
参
加
し
た
人
た
ち
が

―
つ
に
な
っ
て
何
か
を
や
り
と
げ
る
と

い
う
こ
と
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
と
実
惑
で
き
ま
し
た
。

四
月
十
一
日
、
青
年
団
年
度
末
総
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
役
員
改
選
が
あ
り
、
短
い
間

で
し
た
が
、
私
達
広
報
委
員
四
人
も
お

役
ご
免
と
な
り
ま
す
。

軽
い
気
持
ち
で
引
き
受
け
た
こ
と
を

後
悔
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
最
後

か
と
思
う
と
今
度
は
、
何
も
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
後
悔
の
嵐
に
お
そ
わ
れ
て
い

ま
す
。来
月
か
ら
は
新
役
員
で
、
気
持
ち
も

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ぎ
ま
す
。

短
い
間
で

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

行
楽
の
シ
ー
ズ
ソ
到
来
で
す
。
お
酒

の
飲
み
す
ぎ
食
べ
す
ぎ
な
ど
、
み
な
さ

ん
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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月 行事予定表

1 

6 

6 • 20 
8 

10 

15 

21 

28 

肱川町防災の日

行政相談

心配ごと相談

春の道路愛護デー

農業委員会

第15回クロッケー大会

定例部落長会

税金等出張受入れ

小肱菟大橡月下 ＊＊＊＊＊

野
の鹿

藪栄尾和瀕尾 川
木野野お ；
'-* 
祈め＊

中和和楠中冨三 りい
居氣氣本 川 氷瀕 いふ
シ彦千た＜

繁利幸マ四静恵
馬正三コ郎馬子

しを

さささささささ
＊ま

んんんんんん
＊す

ヘ 9 9 へヘヽへ
ん ＊

74 77 65 82 73 80 74 ＊ 
歳歳歳歳歳歳歳 ***** 
、-‘‘‘‘-

5月の日曜 ・祝日当直医
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＊

ぉ
誕
生
お
め
で
と
う

＊

ご
ざ
い
ま
す

＊

＊
 
＊
 
*
|

＊
合
＊
＊
＊

広

常

秋

雄

さ

ん

優
太
ち
ゃ
ん

政
幸
さ
ん

あ

い

亜
衣
ち
ゃ
ん

彰

一
さ
ん

さ

お
り
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救 急 病

院

日 当 直 医 電 話

1 日
宝 来 医 院

44 - 2248 
（内 子 町）

（日） 石川内科医院 24 - 3306 
（大 沙Ii 市）

3 日
町 田 医 院

43- 0211 
（内 子 町）

（火）
/J、川整形外科医院

23 - 5596 
（大 沙11 市）

4 日
古 JI I 医 院

44 - 2407 
（内 子 町）

（水） 中塚内科医院 24 - 0606 
（大 沙11 市）

5 日
／」ヽ J 11 医 院

44-2815 
（内 子 町）

（木）
東大洲城戸眼科医院 24- 1010 
（大 沙11 市）

8 日
成 田 医 院

47 - 0061 
（内 子 町）

（日）
大久保内科医院 26- 1131 
（大 沙廿 市）

1 5 日
土居・内科外科 44-5521 
（五十崎町）

（日）
菊原外科医院

24- 4646 
（大 沙廿 市 ）

2 2 日
藤 本 医 院

44 - 2561 
（五十崎町）

（日）
石村整形外科医院 23 - 5767 
（大 沙11 市 ）

2 9 日
植 木 医 院

44- 2215 
（五十崎町）

（日）
大洲記念病院

25 - 2022 
（大 沙li 市）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡 してか らお出

かけください。

曜日 病 院 名 電 話

月 ・火 大、洲市立病院 24- 2151 

水 加 戸 病 院 24- 5101 

木～日 大、洲中央病院 24- 4551 
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◎5月の不燃物収集
▽収集日5月16日（月）
（出すのは5月15日中に）
▽収集地区
小畑井・萩野尾・汗生・小藪・
大和・肱栄・中野（篠谷を除く）．
大谷・鹿野J

◎不用犬回収日
▽日時5月17日（火）
（午前9時まで）
▽場所保健セソター
（印鑑をご持参ください。）
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